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計画概要書

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事

申請部分

・第1種低層住専 ・第2種低層住専 ・第1種中高層住専  ・第2種中高層住専

・第1種住居 ・第2種住居 ・準住居  ・近隣商業 ・商業 ・準工業　

・工業　 ・工業専用   ・指定なし   ・都市計画区域外

・防火　　・準防火　　・法22条の地域　　・指定なし

・2つの地域にわたる場合　　　（防火　　　　　準防火　　    ）

・美観地区　　・風致地区（国定公園）　　・駐車場整備地区

・土地区画整理事業地区　・宅地造成工事規制地区　・砂防地区

・総合的設計による1団地　　 ・特定街区  　・住居系指向地区

1．一般事項

工事名称

敷地位置

用途地域

防火地域

その他の指定

敷地面積

イ．

ロ．

ハ．

ニ．

棟　　名

建物用途

工事種別

構造・規模

基礎・杭

屋　　根

外　　壁

軒　　裏

敷地

面積

延床面積

　設　計　概　要

建物全体

地階の住宅又は老人ホーム、福祉ホーム
その他これらに類するものの部分

共同住宅の供用廊下等の部分

自動車車庫等の部分

防火対象物

建築主

工事種別

主要用途

駐車場等

工作物等

工期予定

高度地区

高度利用地区

斜線規制

総合設計

建蔽率

容積率

工

事

概

要

㎡

申請以外の部分 合計

㎡

概要

耐火・防火構造種別

建築面積

延べ面積

床面積 階　高 階別用途

㎡

階

合　　計

イ．

ロ．

ハ．

ニ．

ホ．

高さ

設計GLの指定

平均地盤面の設計

軒　　高

最高高さ

基礎深さ

1 階 ｍ

許容建蔽率

許容容積率

備　考

電波障害補償

近 隣 補 償

既存建物除去工事

地中障害物除去工事

開 発 行 為

敷地造成

避 難 器 具

厨 房 設 備

建 物 銘 文 字

排 水 接 続

給 水 引 込

ガ ス 引 込

電 力 引 込

機械警備（配管）

放 送

電話（配管）

照明

自 家 発 電

屋 外 排 水

屋 内 排 水

ガ ス

給 湯（局所）

給 水

機 械 排 煙 

空 気 調 和

テナント工事

受 変 電

動 力・幹　線

自動火災報知

電話局線引込

敷 物

カーテン

ブラインド

案 内 板

郵 便 受

定 礎 板

擁 壁

排 水 溝

舗 装

駐 車 場

門 ・ 塀

植 栽（客土共）

情報設備（配管） 室 名 板

サ イ ン 表 示

付 属 建 屋

諸官庁指導に依る変更工事

換 気

家 具

3-1 機 械 設 備 

3-2 電 気 設 備

電波障害調査費

3-3 搬 送 設 備

3-4 引込・接続工事の工事負担金

3-5 家具・装飾・その他

排 水 処 理

消 火 器

TV共同聴視

インターホン

サ イ ン 表 示

蓄 電 池

本工事項　　　　目 別途 無 記   事

3-7 そ   の   他

3-8 備　　　　考

（常用・非常用・ｺﾝｾﾝﾄ）

機械駐車設備

エスカレーター

エレベーター

ダムウェーター

ホ．

ヘ．

ト．

チ．

備蓄倉庫の部分

蓄電池の設置部分

自家発電設備の設置部分

貯水槽の設置部分

㎡

建築面積 ㎡ ㎡

リ．

ヌ．

ル．

エレベーターの昇降路の部分

住宅の部分

老人ホーム、福祉ホームその他これらに
類するものの部分

ｍ

㎡

・新築　・増築　・別棟増築 ・増改築 ・改築

・移転  ・用途変更　・大規模の修繕

・大規模の模様替え  ・改修

㎡

㎡

3．設備・その他の工事項目（工事項目○印）

2．建築物概要（棟別）

本工事項　　　　目 別途 無 記   事 本工事項　　　　目 別途 無 記   事

屋 内 消 火 栓

4．付近見取図 S=N/S

床

面

積

㎡ ㎡

床面積 階　高 階別用途

㎡ ｍ

㎡

㎡

㎡

N

住 宅 設 備

山口県下関市菊川町大字上岡枝766番地1

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事 下関市長 前田 晋太郎

道路 道路幅員

計画地：山口県下関市菊川町大字上岡枝766番地1

5045.42

4.790

1003.40

1061.53

下関市菊川総合交流ターミナル（道の駅きくがわ）

道の駅（事務所・直売所・食堂・休憩所）

改修・増築

鉄骨造・2階建て

ー

1003.40

1061.53

942.83

 1061.53

GL+12.607ｍ

ー

駐車場:73台(東側:66台・南側:7台)

ー

ー

ー

ー

 70％

 200％

2 階

4.0

1003.40

 1061.53

道の駅(事務所・休憩所)

BM-200(BM=1FL)

道の駅（事務所・直売所・食堂・休憩所）

2027.01～2028.03

ー

118.69 ㎡

GL+ 7.450ｍ

・下関北都市計画区域（沿道ふれあい地区）

 19.89％

 21.04％

ー

(16)項イ（(3)項ロ・(4)項含む）

準耐火建築物（イ-2）

独立基礎

BM-256

太陽光発電設備

－   ⅿ

ー

作り付けのみ本工事

その他の棟

①喫煙スペース：アルミ合金造平屋建て　11.50㎡

 未算入

 未算入

7.05　　㎡

 未算入

 未算入

（既存659.50㎡）

（既存628.70㎡）

(白線・車止め)

7.05　 ㎡ シンク・台のみ本工事

道の駅
(事務所・直売所・食堂・休憩所)
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Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
A 02title

建築改修工事特記仕様書(1)

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事
建築設備の設計に関し意見を聴いた建築設備士

勤 務 先　（　　　　　　　　　　　） 氏　名　（　　　　　　　　　　　）　登録番号　（　　　　　　　　　　　）　意見を聴いた設計図書　（・電気設備図一式　・機械設備図一式）

勤 務 先　（　　　　　　　　　　　） 氏　名　（　　　　　　　　　　　）　登録番号　（　　　　　　　　　　　）　意見を聴いた設計図書　（・電気設備図一式　・機械設備図一式）

作成部数（　2　）部

処理方法　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

建築改修工事特記仕様書

１．図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築改修工事標準仕様書

２．特記仕様の適用方法

（１）項目は、番号に 　 印の付いたものを適用する。

建築工事標準詳細図（令和４年版）国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修

(以下「標準詳細図」という)

分類番号（○－○－○）は図示する。

特記事項・・・・・・項　　目章

１

一
般

共
通

事
項

１ 適用基準等

一般事項２

(1.1.1)

設計図書間に相違がある場合の優先順位は、次の（ア）から（オ）までの順番のとおりとし、これに

より難い場合は、改修標準仕様書1.1.8（疑義に対する協議等）による。

（ア）質問回答書（（イ）から（オ）までに対するもの）

（イ）現場説明書

（ウ）特記仕様書

（エ）図面

（オ）改修標準仕様書

３ 改修の区分

（監督職員 部、施設管理者 部、事業課 部、その他 部）

（監督職員 部、施設管理者 部、事業課 部、その他 部）（   ）部

（   ）部工事用製本図面(工事用A2版)

(縮小版A3版)

着工時の提出図書４

(1.3.7)

施工図について、作成が必要な工種をあらかじめ監督職員と協議する。作成した図面は監督職員の承諾

を受ける。

総合図・施工図

施工計画書・

工期の変更に係る

資料の提出

埋蔵文化財その他

の物件

電気保安技術者

施工条件

・　指定有り（　　　　　　　　　　　　　　　）

重機による掘削調査等について協力すること。

とする変更日数の算定根拠、変更工程表その他の協議に必要な資料を、あらかじめ監督職員に提出する。

・　指定なし（「行政機関の休日に関する法律」に定める行政機関の休日は施工

しない。）

(1.2.2～1.2.3)

(1.1.10)

(1.1.12)

(1.3.3)

(1.3.5)

配置する

施工日時

工事用車両の駐車場 ・　指定有り（図示による　　　　　　　　　　）

資機材置場 ・　指定有り（図示による　　　　　　　　　　）

安全衛生管理体制

発生材の処理等

「労働安全衛生法第３０条第２項」に基づき、同条第１項に規定する安全措置を講ずべき者として指名

する。

５

６

７

８

９

１０

１１

(1.3.12)

・　発注者（施設管理者）に引渡しを要する品目（　　　　　　　　）

引渡し場所（　　　　　　　　）、引渡し時期（　　　　　　　　）

・　ＰＣＢ（施設管理者へ引き渡し）

（２）特記事項に ・ 印の付いたものを適用する。

契約書に基づく工期の変更についての発注者との協議にあたり、協議の対象となる事項について、必要

・　ＰＨ12.5以上の廃アルカリ

契約書に定められたもののほか、次のものを監督職員の指示に従い着工時に提出すること。

施工計画書について、工事着手に先立ち総合施工計画書を作成し、監督職員に提出すること。

工種別施工計画書については、作成が必要な工種をあらかじめ監督職員と協議し、作成し提出すること。

総合図について、建築及び別契約の関連工事と協議、調整を行い、統合した図面を作成し、監督職員に

提出して承諾を受ける。なお、作成の主導は本工事で行う。

・　石綿含有せっこうボードの処理

処分方法　（　埋立処分（管理型最終処分））

処分方法　（　・　埋立処分（管理型最終処分場）　　・　中間処理（溶融施設））

（３）項目に記載の表示番号は、各標準仕様書の当該項目を示す。

特記事項について、（　　）は改修標準仕様書の記載内容、《　　》は標準仕様書の内容を示す。

・　特別管理型産業廃棄物等及び処理方法

・　石綿含有吹付け材及び石綿含有保温材等の処理

R8.04.01

（建築工事編）令和７年版」（以下「改修標準仕様書」という）、「建築改修工事監理指針　令和７年版」及び、「公共建築

工事標準仕様書　令和７年版」（以下「標準仕様書」という）、「建築工事監理指針　令和７年版」による。

・　

・　「建設工事に係る資材の再資源化等に係る法律」における特定建設資材

・　発生材の品目及び処理方法（　　　　　　　　　　）

・　再利用、再生資源化を図るもの

１２ 環境への配慮

(1.4.1)

「山口県グリーン購入の推進方針」及び「グリーン購入ガイド」（以下「グリーン購入」という。）に

基づき、環境負荷を低減できる材料を選定するように努める。

使用する材料等は、設計図書で定める性能等を有するとともに、次のことを満たすものとする。

１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、

放散が極めて少ないもの。

その他の木質建材、ユリヤ樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを放散させないか

２）保温材、緩衝材、断熱材は、ホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか放散が極めて少な

いもの。

３）接着剤は、フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-２-エチルヘキシルを含有しない揮発性の可塑

剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放

散させないか放散が極めて少ないもの。

４）塗料は、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散さ

せないか放散が極めて少ないもの。

５）１）、３）及び４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、

ホルムアルデヒドを放散させないか放散が極めて少ないもの。

１）使用する材料の選定は、設計図書に指定されたもの、JIS、JAS、「建築材料・設備機材等品質性１３ 建築材料等

(1.4.1～6) 能評価事業建築材料等評価名簿（最新版）」（以下「評価名簿」という）による。

２）製材等、フローリング又は再生木質ボード、コンクリートに使用するせき板の材料は、グリーン

購入法の基本方針の基準に従い、「木材・木材製品の合法性、持続可能性の証明のためのガイド

ライン」（林野庁作成）に準拠した証明書等を、監督職員に提出する。

３）「山口県ふるさと産業振興条例」の趣旨を踏まえ、施工する工事に要する資材の調達に当たり、

指定主要資材については、県内産資材（県内工場等で製造した資材）を購入すること。

（「入札条件及び指示事項」による）

１４ 施工数量調査

(1.6.2)

調査範囲 ・　外壁（庇共） ・　笠木天端共 ・　図示による

調査方法 ・　テストハンマーによる打診及び目視 ・

調査要領 ・　「外壁の改修工法選定フロー」による　

・　「建築仕上げ改修施工管理技術者」の資格を有する者が行う。

報告書 ・　外壁調査は、上記の調査要領により外壁面のひび割れ、浮き、欠損部、内部まで貫通

したひび割れ等の位置及び数量（幅、長さ、面積）の調査を行い、結果を立面図等に

記載し集計表を添えて監督職員に２部提出する。

１５

(1.5.1)　(1.6.1)

１）関係法令等に基づき、石綿含有建材の事前調査を行う。

受注者等が行う事前調査は、発注者が実施設計業務において行った事前調査の結果を確認すること

をいい、改修標準仕様書における「施工調査」のうち「施工計画調査」（施工計画図作成のための

調査）とする。

２）調査は、関係法令等に指定された所定の有資格者が行うものとする。

３）事前調査の結果（報告書：任意様式）を監督職員に２部提出する。

石綿含有建材の

１６ 施工数量調査のため

の破壊部分の補修

補修方法 ・　図示による ・

(1.6.3)

・ 樹脂接着剤注入施工

・ 左官 ・ ﾀｲﾙ張り

・ ｻｯｼ施工 ・ ｶﾞﾗｽ施工

外壁改修

・ とび

・ ｱｽﾌｧﾙﾄ防水

・ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ防水

・ ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水

・ 合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水

・ 塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水

・ ｼｰﾘﾝｸﾞ防水

工事別 適用職種

内装改修 ・ 建築大工 ・ 建築板金 ・ 左官

・ 表装 ・ ﾀｲﾙ張り

・ 内装仕上げ施工の各工事作業

・ 鋼製下地 ・ ﾎﾞｰﾄﾞ仕上げ

・ 塗装

・ 鉄筋施工 ・ 型枠施工 ・ とび

・ ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送施工

・ 建築板金（内外装板金作業）

・ かわらぶき

屋根改修

躯体改修

塗装改修

建具改修

１７ 技能士

(1.7.2)

技能士の適用は下記による。

工事別 適用職種

仮設

防水改修

化学物質の濃度測定 （ 提出部数　　1　部 ）

測定対象室及び測定箇所数

・

・

（　　箇所）

（　　箇所）

・

・

（　　箇所）

（　　箇所）

測定方法及び測定対象化学物質

学校施設の場合 ・　厚生労働省の標準測定法 ・

・　パッシブ型採取機器学校施設以外の場合 ・

測定対象化学物質 ・　ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン

用途が学校の場合は、パラジクロロベンゼンを加えた６物質を測定

技術検査

バケツ、懐中電灯、木槌、鏡、脚立、ドライバー、チョーク、下げ張り、レベル、スコップ、スチール

テープ（50m程度）、散水ホース、ガラス厚を測定する器具、その他監督職員が指示する資機材

工事写真 下記のものを監督職員に提出する。

着工前、施工中、完成

分類 ・ 規格 撮影時期

・　予備濃度測定

測定方法（　・　検知管法　　・　　　　）

測定対象化学物質　　ホルムアルデヒド・トルエン

測定に要する資機材は受注者が準備する。

技術検査に必要な資機材等は以下による。

測定方法（　　　　　　　　　　　　　　）

１８ 測定対象室の揮発性有機化合物の室内濃度を測定する。

・　引渡し前濃度測定

１９

(1.8.2)

２０

・ ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床

事前調査及び

施工計画調査

・ 

(1.7.10)

部数

１部

撮影箇所

適宜・　電子データ（ＣＤ－Ｒ）

要領（最新版）」及び「デジタル工事写真の小黒板情報電子基準」による。

工事写真は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「工事写真撮影ガイドブック」、「営繕工事写真撮影

・　電子データ（ＣＤ－Ｒ）

完成写真 下記のものを監督職員に提出する２１

撮影箇所 部数分類 ・ 規格等

箇所 １部

写真の撮影箇所を記入すること。(電子データの写真のファイル名も同様)

完成図は、以下による。

種類 記入内容

・　配置図及び案内図

・　各階平面図

・　各立面図

敷地及び建築物等の面積表、屋外排水系統図、外構、植栽

室名、室面積、耐震壁

外壁仕上げ

・　断面図

・　仕上表

階高、天井高等を表示し、2面以上作成

屋外、屋内の仕上げ、色番号、材料名、メーカー名等

・　施工図

完成図の作成、提出

・　完成図（確認済証、検査済証、施工体系図、保証書（以下参照）、ＶＯＣ測定結果（合格）の

写し共）

・　完成図

製本図面Ａ２版（年度、工事名、工期、施工業者名を記入）に下記図面を製本したもの。

完成時の提出図書等

次に記載されていない事項は、監督職員の指示による。

(1.9.1～3)

２２

表1.8.1

・　施工計画書

（監督職員が指示するデータを製本すること）

・　全館無人改修

・　執務並行改修（施工範囲：　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ ・ ・

設備工事との取り合

い

設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図及び総合図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

設備工事との取り合い 建築 電気 機械

鉄筋コンクリート壁、床及び梁等における設備（埋込

盤、プルボックス、ダクト、配管等）の仮枠、箱入れ

及び貫通スリーブ

開口部補強

電気のスリーブ等

機械のスリーブ等

埋込型設備機器取付箇所の床、壁、天井ボード類の切

込み及び下地補強

切込み及び補強

電気墨出し

機械墨出し

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・

電気室、自家発電機室などの基礎及びピット

（ふた含）

基礎及びピット

電気墨出し

天井点検口

軽量鉄骨壁のボックス取付用下地

機器類の吊りボルト用インサート 電気設備

機械設備

機器類の取付け用アンカーボルト 電気設備

機械設備

コンクリート基礎（外灯設備）

コンクリート基礎（機械設備機器類） 屋上設置

屋内設置

屋外設置

オイルサービスタンク防油堤

自動開閉装置を取付ける防火戸の切込み、補強及びﾄﾞｱﾁｪｯｸ、ﾌﾛｱﾋﾝｼﾞ

ＯＡフロア・フリーアクセスフロアパネルの切込み及び補強

ＯＡフロア・フリーアクセスフロア仕上材の切込み及び補強

外壁取付けガラリ

換気扇枠、換気扇枠用アルミパネル開口（ストッパー取付を含む）

建築工事に含む設備機器付属の制御盤及び操作盤の

配管・配線

１次側

２次側（盤含む）

機械設備工事に含む設備機器付属の制御盤及び操作

盤の配管・配線

１次側

２次側（盤含む）

機械設備制御盤から別途盤類への渡り配管・配線の接続

２４

保全に関する資料（取扱説明書、性能試験成績書、その他監督職員が指示するもの）

提出部数　・１部　　・２部　　・（　　）部　　・　不要

保証書

著作権２３ 提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

・ ・ ・電気開閉式大便器用洗浄弁の一次側電源の配管、配線

・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・擬音装置の埋込ボックス

機械設備工事に含む電極の配管・配線

機械設備工事に含む遮断弁装置の操作器及び感知器の配管・配線

完成図のPDFデータ

エアコン、全熱交換ユニット、集中管理等のリモコン配管

エアコン、全熱交換ユニット、集中管理等のリモコン配線

エアコン、全熱交換ユニット、集中管理等のリモコン本体及び本体取付

エアコンの屋内機、屋外機間の渡り配線（アース（緑色）共）

換気機器用スイッチの配管・配線及びスイッチ取付(全熱交換ユニットを含む)

換気機器用スイッチ本体（全熱交換ユニット用、24時間換気用を除く）

による。

電子データの提出方法については「下関市電子納品ガイドライン」による。

作成方法は「下関市営繕工事書類作成マニュアル（建築工事編）」及び「下関市電子納品ガイドライン」

電子データの提出方法については「下関市電子納品ガイドライン」による。

5

Ａ４版（年度、工事名、工期、施工業者名を金文字で記入）に下記図面を製本したもの。

作成部数；１部

・　防水、屋根 保証期間（　・　工事引渡日の翌日から１０年　　・　　　年）



scalearchitect project

－
A-1： 

Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
A 03title

建築改修工事特記仕様書(2)

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事
鉄

筋
工

事

表8.2.1

施工箇所

(8.2.2)

溶接金網

(8.2.1)

鉄　筋

寸法及び鉄線の径

・・　100×100×φ6.0

網目の形状規格番号

JIS G 3551

２

Ｄ１０、Ｄ１３、Ｄ１６

径

Ｄ１９、Ｄ２２、Ｄ２５

Ｄ２９

規格名称

鉄筋コンクリート用棒鋼

鉄筋コンクリート用棒鋼

鉄筋コンクリート用棒鋼

・　ＳＤ３９０

・　ＳＤ３４５

・　ＳＤ２９５

種類の記号規格番号

JIS G 3112

JIS G 3112

JIS G 3112

鉄筋の種類１５

（石綿調査結果記載例　※Ａ３以上とすること）

排気能力（ｍ/min）

石綿損害予防規則第3条第8項及び大気汚染防止法第18条の15第5項及び同法施行規則第16条の4第二号の規定により、以下のとおり、お知らせします。なお、本工事は、以下の報告・届出を行っています。

 □ 石綿損害予防規則第4条の2及び大気汚染防止法第18条の15第6項の規定による事前調査結果の報告

 □ 労働安全衛生法第88条第3項（労働安全衛生規則第90条第五号の二）の規定による計画の届出

 □ 大気汚染防止法第18条の17第1項の規定による作業実施の届出

事業場の名称

届出先及び

届出年月日

○○労働基準監督署

(山口県○○環境保健所/下関保健所)

調査終了年月日

看板表示日

解体工事期間

石綿除去（特定粉じん排出）等作業の期間

作業対象の石綿含有建材

令和 　年 　月 　日

令和 　年 　月 　日

令和 　年 　月 　日

令和 　年 　月 　日

令和 　年 　月 　日　～　令和 　年 　月 　日

令和 　年 　月 　日　～　令和 　年 　月 　日

　　□レベル1 　□レベル2 　□レベル3 　□石綿含有建材なし

調査方法の概要（調査個所）

【調査方法】□書面調査　□現地調査　□分析調査

【調査個所】

調査結果の概要（部分と石綿含有建材（特定建築材料）の種類、判断根拠）

※判断根拠：①目視 ②設計図書 ③分析 ④材料製造者による証明 ⑤材料の製造年月日

【石綿含有あり（みなし含む）】

その他の特定粉じん排出又は飛散の抑制方法

使用する資材及びその種類

使用するフィルタの種類

及びその集じん効果

石綿含有建材（特定建築材料）の処理方法

集

じ

ん

・

排

気

装

置

機種・型式・設置数
３

石綿除去（特定粉じん排出）等作業の方法

□除去　□囲い込み　□封じ込め　□その他

※A3サイズ以上で掲示してください。

【石綿含有なし】

発注者又は自主施工者

【氏名又は名称（法人にあっては代表者の氏名）】

【住所】

【氏名又は名称（法人にあっては代表者の氏名）】

【住所】

【現場責任者氏名】

【石綿作業主任者】

【連絡場所TEL】

【氏名又は名称及び住所】

①事前調査・資料採取を実施した者

②分析を実施した者

元請業者（工事の施工者かつ調査者）

調査者（事前調査・分析等の実施者）

その他必要事項・条例等の届出年月日

建築物等の解体等の作業に関するお知らせ

指定仮設物等 適用は以下のとおりとし、仕様は図示による

・　仮囲い ・　ゲート ・　敷き鉄板 ・　交通誘導員Ｂ(　　　人)・　交通誘導員Ａ(　　　人)

10

・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

１

２ 建設発生土の処理

埋戻し及び盛土 種別

・　建設汚泥から再生した処理土または土工用水砕スラグ

・　Ａ種 ・　Ｂ種 ・　Ｃ種 ・　Ｄ種

・　構外指示の場所に処分（　　　　残土処理場（　　　市　　　））

(8.28.3)

１ 砂利及び砂地業 ・砂利地業

砂利

厚さ 使用範囲

・　60 mm ・　基礎下 ・　地中梁下 ・

・

・砂地業

厚さ 使用範囲

・　60 mm ・　基礎下 ・　地中梁下 ・

・

捨コンクリート

地業 厚さ 使用範囲

・　基礎下 ・　地中梁下 ・

・

・　50 mm

（・　再生クラッシャラン　　・　切込砂利　　・　切込砕石）

２

表3.2.1

(8.28.3)

(8.28.4)

(8.28.4)

３

土
工

事

４

地
業

工
事

・　40dと表8.3.4の重ね長さのうち大きい値

・　40dと表8.3.2の重ね長さのうち大きい値

(8.3.4)

径

図示による。帯筋５

図示による。４

(8.3.5)

継手及び定着

・

・　構造図による

・・　40d

・・　40d鉄筋の継手長さ

・　構造図（構造関係共通事項）による鉄筋の継手の位置

・　重ね継手

・

・　ガス圧接継手

継手方法部位

その他の鉄筋（　　　　　　）

柱、梁の主筋

ガス圧接は、原則Ｄ１９以上を対象とする。

鉄筋の継手方法等３

鉄筋のかぶり厚さ

鉄筋の定着長さ

(8.3.8)

(8.4.2～3)

試験を行う継手の方法

・　引張試験・　超音波探傷試験

・　行う

抜取試験

外観試験 ・　行わない

・　溶接継手・　機械式継手・　ガス圧接継手圧接部・継手の試験

６

７

図示による。

(8.3.7)

壁の配筋及び補強

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
事

６

施工時期（適用時期）は当該工事場所における生コンクリート組合の適合表による。

生コンクリートの配合計画書を事前に監督職員に提出すること。一般事項１

２ コンクリートの気乾

単位容積質量による

種類及び強度

(8.1.3)

(8.1.4)

・　普通コンクリート ・　軽量コンクリート

適用箇所設計基準強度Fc

(N/㎜2)

スランプ

(cm)

・18cm

・18cm

・18cm

・18cm

・15cm

・15cm

・15cm

・15cm

コンクリートの種類３ 類別

・　Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

・　Ⅱ類（Ⅰ類を除くJIS A 5308に適合したコンクリート）

した工場等）から選定し、JIS A 5308(レディーミクストコンクリート)に適合するものを用いること

実施できる工場（全国生コンクリート品質管理監査会議の策定した統一監査基準に基づく監査に合格

管理などの技術的業務を実施する能力のある技術者が常駐しており配合設計及び品質管理等を適切に

JISマーク表示認証製品を製造している工場で、かつ、コンクリートの製造、施工、試験、検査及び

工場の選定

(8.1.3)

表8.1.1

コンクリートの

仕上り (8.1.4)

・　Ａ種 ・　Ｂ種 ・　Ｃ種 表8.1.4合板せき板を用いた打放し仕上げの種別

コンクリート仕上がりの平たんさ ・　ａ種 ・　ｂ種 ・　ｃ種

混和材料

４

５

(8.2.5)

図示による

６ 調合管理強度

(8.2.5)

表8.2.4

７ 型枠のせき板

（8.2.7）

８ 既存部分の撤去

（8.21.2）

せき板の材料（合法木材）　　区分（・ A　・ B　・ C）

厚さ　・ 12mm　　・ 

既存仕上げ等の撤去

既存部分の処理

（8.21.3）

コンクリートの

打ち込み（8.21.8）

（8.21.9）取合い

９

１０

目荒らしの程度

・　平均深さ2～5㎜程度 ・

打ち込み工法の種類 ・　圧入工法・　流込み工法

１１ 既存構造体との 既存構造体と増設壁との取合いの処理方法

１２ 仕上げ (8.21.10) 増設壁工事後の仕上げ 図示による

１３ 無筋コンクリート

(8.11.1)

コンクリートの種類 設計基準強度（Fc） スランプ 適用箇所

（cm）（N/㎜2）

普通コンクリート ・　18

・

・　15

・　18

・

・街きょ、縁石、側溝類のコンクリート

・間知石積みの基礎及び裏込めコンクリート

・捨てコンクリート

・機械室等で用いる配管埋設用コンクリート

・防水層の保護コンクリート

・

工事に支障となる設備機器、配管等の撤去及び移設は図示による。

既存構造体の撤去

既存構造体の撤去範囲は図示による。

はつりだした鉄筋及び鉄骨の処置は図示による。

グラウト材（無収縮モルタル）注入

無収縮モルタル材（製造所は評価名簿による）

圧縮強度試験　　　　　　・　行う（・ 3日　　・ 28日　　・ 　　）

圧縮強度：　　　N/mm2

・　行わない

コンシステンシー試験　　・　行う（・　Ｊ14ロート試験　　・　簡易テーブルフロー試験）

・　行わない

及びこれらの基礎コンクリート

７

鉄
骨

工
事

１ 鋼材

(8.2.8)

鋼材の種類、材質、形状、寸法は図示による。

２ 高力ボルト

(8.2.9)

種類 ・　トルシア形高力ボルト

・　ＪＩＳ形高力ボルト

・　溶融亜鉛めっき高力ボルト

図示によるねじの呼び

３ 溶接部の試験

(8.15.12)

溶接部の外観試験の方法

・「突合せ継手の食い違い仕口ずれの検査・補強ﾏﾆｭｱﾙ」3.5.2　受入検査による。

・JASS6 10.4［受入検査］「 e. 溶接部の外観試験(1)から(5)」による。

完全溶込み溶接の超音波探傷試験　　・　実施する　　・　実施しない

４ 錆止め塗装の範囲

(8.17.2)

耐火被覆材の接着する面の塗装範囲

耐火被覆材の接着する面以外の塗装範囲

（・　改修標準仕様書8.17.2(1)(ｱ)～(ｵ)以外の範囲 　　・　　　　　　）

（・　図示による　　・　　　　　　）

８

防
水

改
修

工
事

防水層の施工 防水層の下地　含水率８％以下

改修工法の種類及び

工程

(3.1.4)

表3.1.1既存防水層（立上り部等）及び保護層の撤去 ・　行う　　・　行わない

・　行う（保護層の仕様：　　　　　　　　）保護層の新設 ・　行わない

シーリング改修工法の種類 表3.1.2

・　シーリング充填工法 ・　拡幅シーリング再充填工法

・　シーリング再充填工法 ・　ブリッジ工法

改修用ルーフドレン

(3.2.5)

Ｐ０ＡＳ工法､Ｐ０ＡＳＩ工法､Ｐ０Ｄ工法､Ｐ０ＤＩ工法､Ｐ０Ｓ工法､Ｐ０ＳＩ工法､及びＰ０Ｘ工法

・　設けない

・　設ける（取付け方法等　　・　新設防水材製造所の仕様　　・　　　　　　　　　）

１

２

３

構造体補正値(S)(N/mm2)施工時期

 施工地区の生コンクリート

 工場組合の取扱いによる
・ +9 　・ +6 　・ +3 

ガス給湯器のアース配線

電気開閉式大便器用洗浄弁とスイッチ側の配線

屋内、屋外雨水管 ・・・

・・・

・・・

撤去部分２５ コンクリート、モルタル等の撤去部分と既存構造物との境目は、ダイヤモンドカッター切りとする。

２６ 耐荷重及び耐外力

工事の一時中止に

係る計画の作成

(1.1.9)

２７

風速（m/s）

地表面粗度区分 （ ・　Ⅲ ）

垂直積雪量 （　30　）cm

・　Ⅱ

３４

「建築基準法」に基づき定められた風速（Vo）及び「建築基準法」に基づき定められた地表面粗度区分

工事契約書に基づく工事の一時中止の通知を受けた場合、中止期間中における工事現場の維持・管

理に関する計画（以下「基本計画書」という。）を発注者に提出し、承諾を受けるものとする。

建設機械器具等の確認に関すること、中止に伴う工事現場の体制の縮小と再開に関すること及び工

事現場の維持・管理に関する基本的事項、工事再開に向けた方策及び基本計画に変更が生じた場合

の手続きを記載すること。

なお、基本計画書には、中止時点における工事の出来高、職員の体制、労務者数、搬入材料及び

１２

仮
設

工
事

足場等

(2.2.1)

内部足場の種別 ・　脚立、足場板等 ・

外部足場の防護シート等による養生

材料、撤去材等の運搬方法

・　行う ・　行わない

・　Ｂ種・　Ａ種 ・　Ｃ種 表2.2.1

既存部分の養生

(2.3.1)

養生方法 ・　ビニルシート、合板等による ・

・　固定された家具（備品，机，ロッカー等）の移動 ・　行う（図示） ・　行わない

・　ビニルシート等による ・・　既存部分における既存家具等の養生

・　取外し再取付 ・・　既存ブラインド、カーテン等の養生

３

・　Ｄ種 ・　Ｅ種

２

(2.1.3)

騒音・粉じん等の

対策

（養生方法 ）

仮設間仕切り

(2.3.2)

４ 設置箇所 ・　図示による ・

種別 ・　Ａ種 ・　Ｂ種 ・　Ｃ種

Ａ種又はＢ種を用いる場合の材種等

材種、厚さ

・　合板（厚さ　・　9㎜　　・　　　）

片面への塗装等の仕上げ ・　行う

表2.3.1

Ａ種のグラスウール等の充填材

・　行わない

・　せっこうボード（厚さ　・　9.5㎜　　・　　　）

・　行わない

仮設扉

設置箇所 ・　図示による ・

種別 ・　合板張り木製扉程度 ・

監督職員事務所

(2.4.1) ・　既存建物内の一部を使用する（場所　　　　　　　　　　　　）

・　構内に新設する 監督職員事務所の規模（　　　　　㎡程度）

監督職員事務所の標準仕様は下表とし、下表によらない場合は監督職員との協議による。

部位等

床

内壁、天井

屋根

仕上げ

合板張り又はビニル床シート張り

合板又はせっこうボード張り、合成樹脂エマルションペイント塗り

塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り、又は鉄板張り、調合ペイント塗り

設置する設備・備品等（机、いす、冷暖房機、消火器、保護帽、ゴム長靴、雨合羽、他）の種類及び

数量は監督職員との協議による。

５

・　行う（JIS A 6301グラスウール吸音材2号32K厚50㎜）

・　行う（・　防音パネル　　・　防音シート　　・　養生シート（防炎Ⅰ類）　　・　　　　　　　）

工事用水

工事用電力

構内既存の施設

構内既存の施設

・　利用できる（　・　有償　　・　無償　）　・　利用できない

・　利用できる（　・　有償　　・　無償　）　・　利用できない

６

７

工事表示板

工事名　　　　　　　　工事

1,200

建築物名

延べ面積　　　　　　　　㎡

 工事概要

階数　地上　 階　地下　 階

用途　　　　　　　　　　　

7
5
0 ラワン合板 ｱ ５．５Ｔ－１

白ペンキ塗り（文字黒）

建築基準法による確認済

工事現場管理者氏名

工事施工者氏名・・

確認済証交付者・・

確認年月日番号・・

建築確認に係る・・

その他の事項・・・

施工者
現場代理人
TEL

　　　　建設会社

協力お願いします。　　　　

へ連絡下さい。　　　　　

 お 願 い 

かけしますが、よろしくご　

　なお、お気づきの点は係　

　工事のため、ご迷惑をお　

員、または下記の監理者等　

9
0
0

1
,
6
5
0

令和　年　月　日第　　　　号

工期　令和　年　月　日～　
令和　年　月　日　　

工事監理者氏名・・
一級建築士　　〇〇　〇〇

建　　築　　主・・ 山　口　県

設 計 者 氏 名・・ 一級建築士　　〇〇　〇〇
株式会社　〇〇設計（一級建築士設計事務所）

表示内容について監督職員の確認を受けること。８

発注者

(例)建設業の許可票（元請業者のみ）、労災保険関係成立票、建設業退職金共済制度加入現場ステッ

「建設業法」及び「公共工事の入札及び契約の適正化に関する法律」等に基づき、必要な掲示物を工事

現場に掲示すること。

工事現場における

掲示物等

カー、施工体系図、石綿調査結果、再生資源利用計画書・再生資源利用促進計画書

９

建築 電気 機械設備工事との取り合い

電気開閉式大便器用洗浄弁とスイッチ側の配管 ・ ・ ・

TEL　083-231-4636

下関市公共建築課
下関市公共建築課

50

100mm ・　基礎下

21

21

基礎、基礎梁

一般



scalearchitect project

－
A-1： 

Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
A 04title

建築改修工事特記仕様書(3)

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事

・

鉄筋腐食による劣化にかかる改修については、改修特記仕様書のA工法及びB工法による

「タイル張り仕上げ外壁の改修工法選定フロー」による。

「モルタル塗り仕上げ外壁の改修工法選定フロー」による。

「コンクリート打放し仕上げ外壁の改修工法選定フロー」による。

・　各種塗料塗り（「１２塗装改修工事」参照）

９

・　可とう形改修用仕上塗材塗り

・　外壁用塗膜防水塗り・　複層仕上塗材塗り

・　マスチック塗材塗り・　厚付け仕上塗材塗り

・　薄付け仕上塗材塗り

改修後の新規仕上げの種類２

(4.1.5)

の種類

改修後の塗り仕上げ

工法の種類

タイル張り仕上げ外壁

工法の種類

コンクリート打放し仕上げ外壁

工法の種類

モルタル塗り仕上げ外壁

(4.1.4)

外壁改修工法の種類１

外
壁

改
修

工
事

（
一

般
事

項
等

）

１

－

８

防
水

改
修

工
事

－

２

外
壁

改
修

工
事

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

放
し

仕
上

げ
外

壁
）

１ 材料

(4.2.4)

ひび割れ部改修工法

(4.2.2)

(4.2.5～7)

・　〈樹脂注入工法〉

工法

・　自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

・　機械式エポキシ樹脂注入工法

・　手動式エポキシ樹脂注入工法

注入間隔

・　200～300㎜ ・　

注入量

・　　　ml

・　　　ml

・　　　ml

・　コア抜き取り　　・　注入量測定

抜取個数 ・　500mごと及びその端数につき1個 ・

ひび割れ部の注入状況確認方法

抜取り部の補修方法　　・　エポキシ樹脂モルタル充填 ・

・　シーリング材を充填（接着性試験　　・　行う　　・　行わない　）

ポリマーセメントモルタル充填 ・　行う ・　行わない

３ 欠損部改修工法

(4.2.3) (4.2.8)

・〈Ｕカットシール材充填工法〉

・　可とう性エポキシ樹脂を充填

・〈シール工法〉

・〈充填工法〉

２

－

３

外
壁

改
修

工
事

（
モ

ル
タ

ル
塗

り
仕

上
げ

外
壁

）

１ 材料

(4.3.5)

（製造所：　評価名簿による）

（ JIS A 6024 )

（ JIS A 6024 )

（ JIS A 6024 )

（製造所：　評価名簿による）

（ JIS A 6024 )

（ JIS A 6024 )

（ JIS A 6024 )

（ JIS A 6024 )

（製造所：　評価名簿による）

２ ひび割れ部改修工法

(4.3.2)

(4.3.6～8)

・〈樹脂注入工法〉

工法 注入間隔 注入量

・　　　ml

・　　　ml

・　　　ml

・　200～300㎜ ・　・　自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

・　手動式エポキシ樹脂注入工法

・　機械式エポキシ樹脂注入工法

ひび割れ部の注入状況確認方法 ・　コア抜き取り　　・　注入量測定

コア抜取によるひび割れ部の注入状況確認 ・　行う ・　行わない

・　500mごと及びその端数につき1個抜取個数

・

抜取り部の補修方法　　・　エポキシ樹脂モルタル充填 ・

・〈Ｕカットシール材充填工法〉

・　シーリング材を充填（接着性試験　　・　行う　　・　行わない　）

ポリマーセメントモルタル充填 ・　行う ・　行わない

・　可とう性エポキシ樹脂を充填

９

９

・〈樹脂注入工法用材料〉

・〈Ｕカットシール材充填工法用材料〉

・　建築補修用注入エポキシ樹脂（ JIS A 6024 ）

・　シーリング材料　　ポリウレタン系（・　1成分形　　・　2成分形）

・　可とう性エポキシ樹脂 （ JIS A 6024 )

・　ポリマーセメントモルタル

・〈シール工法用材料〉

・　パテ状エポキシ樹脂

・　可とう性エポキシ樹脂

・〈充填工法用材料〉

・　エポキシ樹脂モルタル　　　

・　ポリマーセメントモルタル

・〈樹脂注入工法用材料〉

・　建築補修用注入エポキシ樹脂（ JIS A 6024 ）

・〈Ｕカットシール材充填工法用材料〉

・　シーリング材料　　ポリウレタン系（・　1成分形　　・　2成分形）

・　可とう性エポキシ樹脂

・　ポリマーセメントモルタル

・〈シール工法用材料〉

・　パテ状エポキシ樹脂

・　可とう性エポキシ樹脂

・〈充填工法用材料〉

・　エポキシ樹脂モルタル　　　

・　ポリマーセメントモルタル

・〈モルタル塗替え工法用材料〉

モルタル　　・現場調合材料　　・既調合材料

吸水調整材

・〈アンカーピンニング注入工法用材料〉

・　エポキシ樹脂

アンカーピンの材質等 ・　ステンレス鋼（SUS304）（呼び径4㎜の丸棒で全ネジ切り加工）

・

・〈注入口付アンカーピンニング注入工法用材料〉

・　エポキシ樹脂

・　ステンレス鋼（SUS304）（呼び径は外径6㎜）

・

・　建築補修用注入エポキシ樹脂（JIS A 6024）

・　パテ状エポキシ樹脂 （JIS A 6024）

・　建築補修用注入エポキシ樹脂（JIS A 6024）

モルタルを撤去して改修

注入口付アンカーピンの材質等

・　ポリマーセメントスラリー　（実績等の資料を監督職員に提出）

・　ポリマーセメントスラリー　（実績等の資料を監督職員に提出）

（製造所：　評価名簿による）

（製造所：　評価名簿による）

４

(3.2.6)

調整

既存下地の処理・　 補修箇所の形状、長さ、数量等は図示による既存下地の処理・調整

既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立上り部等の補修（POS工法及びPOSI工法）

・　改修標準仕様書3.2.6(4)(ｳ)(g)①～③による ・

設備機械架台、配管受部、パラペット、貫通パイプ回り、手すり・丸環の取付け部、塔屋出入口等の

欠損部及び防水層末端部等の納まり部 ・　標準詳細図5-　-　による ・　図示による

・・　25mm　 ・　50mm厚さ

屋根露出防水断熱工法の断熱材

・・　25mm　 ・　50mm厚さ

屋根保護防水断熱工法の断熱材

・　図示による　　・適用箇所

(3.3.2～5)

アスファルト防水５

防水層の種別 表3.5.1～3

・　Ｐ０Ｓ工法

・　ＰＯＳＩ工法

・　Ｓ４Ｓ工法

・　Ｓ４ＳＩ工法

備考施工箇所新設防水層の種別

・　ＳＩ－Ｍ１

・　ＳＩ－Ｆ１

・　Ｓ－Ｍ２

・　Ｓ－Ｆ２・　Ｓ－Ｆ１

・　Ｓ－Ｍ１

・　Ｓ－Ｍ３

・　ＳＩ－Ｆ２

・　ＳＩ－Ｍ２

工法

・　Ｓ３Ｓ工法

・　Ｍ４Ｓ工法

・　Ｓ３ＳＩ工法

・　Ｍ４ＳＩ工法

・　Ｐ１Ｓ工法

・　Ｓ－Ｆ２

・　ＳＩ－Ｆ２

・　Ｓ－Ｍ２

・　ＳＩ－Ｍ１

・

・　Ｓ－Ｆ１

・　Ｓ－Ｍ１

・　ＳＩ－Ｆ１

・　Ｓ－Ｍ３

・　ＳＩ－Ｍ２

・　Ｓ－Ｃ１

・ あり　・ なし

防湿用フィルム

・　非歩行仕様

・　軽歩行仕様

種類（　　）

仕上塗料

保護モルタル

塗厚（　　　）

脱気装置 脱気装置の種類は主材料製造所の仕様による

脱気装置の数量・位置は図示による

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシート張付け

施工

建築基準法に基づき定まる風圧に対応した工法であることを証明する書類を監督職員に提出する。

８ 塗膜防水

(3.1.4)

(3.2.6)

(3.6.2～3)

防水層の種別 表3.6.1～2

工法 備考

脱気装置 脱気装置の種類は主材料製造所の仕様による

脱気装置の数量・位置は図示による

 
９ シーリング用材料

(3.7.2～3)

種類及び施工箇所 ・　図示以外は表3.7.1による

目地寸法

・ ウレタンゴム系

塗膜防水

・ ゴムアスファルト系

塗膜防水

・　Ｘ－１

・　Ｘ－２

施工箇所

仕上塗料

新設防水層の種別

種類（　　）

・　Ｙ－２

・　図示による

仕上げ　　・　あり（仕上塗料とシーリング材の適合性を確認する）　　・　なし

１０ シーリングの試験

(3.7.8)

接着性試験

・　実績に基づく試験成績書

１１ とい

(3.8.2～3)

材種 表3.8.1

・　ステンレス管

・　硬質ポリ塩化ビニル管（VP）（カラー）

・　配管用鋼管

鋼管製といの防露 ・　行う （　・　表3.8.4 　　・　図示による　　　　　　　）

・　行わない

１２ アルミニウム製笠木

(3.9.2～3)

・　押出し形材

部材の種類 表3.9.1

表5.2.2表面処理

・　２５０形

・　ＢＢ－１種 ・　ＢＢ－２種

・　３５０形・　３００形

コーナー部及び突当り部等の役物

・　曲げ材

幅

板厚

表面処理

・　

・　２．０ｍｍ

・

・　ＢＢ－２種

・　

・ 表5.2.2

笠木の固定金具の工法

・　ＢＢ－１種

・　引張接着性試験（JIS A 1439）　

・　簡易接着性試験（改修標準仕様書3.7.8(2)(ｱ)による）

製造所の仕様による

建築基準法に基づき定まる風圧に対応した工法であることを証明する書類を監督職員に提出する。

ルーフドレン回り及び立ち上がり部周辺の断熱材の張りじまい位置　　図示による。

成形伸縮目地材（製造所：評価名簿による） 表3.3.1

工法

・　Ｐ１Ｂ工法

・　Ｐ１ＢＩ工法

・　Ｐ２ＡＩ工法

表3.3.3～10防水層の種別

屋
根

保
護

防
水

・ Ｂ－１ 　　・ Ｂ－２

・ ＢＩ－１ 　・ ＢＩ－２

・ ＡＩ－１ 　・ ＡＩ－２

立上り部への

断熱材及び

絶縁用シート

の設置（　　　）

施工箇所新設防水層の種別 備考

保護層等材料

・　Ｐ２Ａ工法

屋
根

露
出

防
水

・　Ｍ４Ｃ工法

・　Ｐ０Ｄ工法

・　Ｍ３Ｄ工法

・　Ｍ３ＤＩ工法

・　Ｐ０ＤＩ工法

・　Ｍ４ＤＩ工法

屋
内

防
水

・　Ｐ１Ｅ工法

・　Ｐ２Ｅ工法

・ Ｃ－１ 　　・ Ｃ－２

・ Ｃ－３ 　　・ Ｃ－４

・ Ｄ－１ 　　・ Ｄ－２

・ ＤＩ－１ 　・ ＤＩ－２

・ Ｅ－１ 　・ Ｅ－２

・ あり　・ なし

保護層

仕上塗料

種類（　　　）

脱気装置

・ Ａ－３

・ Ａ－１ 　　・ Ａ－２ 

脱気装置の種類は主材料製造所の仕様による

脱気装置の数量・位置は図示による

保護層等の施工

平場の保護コンクリート

コンクリート仕上がりの平たんさ

厚さ（　　　　　　　　）

・　ａ種 ・　ｂ種 ・　ｃ種

・ ＡＩ－３

立上り部の保護、屋根排水溝の設置は図示による。

(3.4.2～3)

シート防水

改質アスファルト６ 屋根露出防水断熱工法の断熱材

厚さ ・　25mm　 ・　50mm ・

種類 ・

表3.4.1～3防水層の種別

工法

・　Ｐ０ＡＳ工法

・　Ｍ３ＡＳ工法

・　Ｍ４ＡＳ工法

・　ＡＳ－Ｔ３

・　ＡＳ－Ｊ１

・　ＡＳ－Ｔ４

・　ＡＳ－Ｊ３

・　ＡＳ－Ｔ２・　ＡＳ－Ｔ１

・　ＡＳ－Ｊ２

新設防水層の種別 施工箇所 備考

仕上塗料

種類（　　　）

脱気装置

・　Ｐ０ＡＳＩ工法

・　Ｍ３ＡＳＩ工法

・　Ｍ４ＡＳＩ工法

・　ＡＳＩ－Ｔ１ ・　ＡＳＩ－Ｊ１

脱気装置の種類は主材料製造所の仕様による

脱気装置の数量・位置は図示による

屋根露出防水絶縁断熱工法の防湿層

・　設ける（改質アスファルト製造所の仕様による） ・　設けない

粘着層付改質アスファルトシート及び部分粘着層付アスファルトシートを使用する場合

粘着層が強風に対する負圧抵抗性能を有することを証明する書類を監督職員に提出する。

合成高分子系

ルーフィング

シート防水

(3.5.2～4)

材料

絶縁用シート及び可塑剤移行防止用シート ・　発泡ポリエチレンシート ・

固定金具の材質及び寸法形状

・　ステンレス鋼板（厚さ0.4㎜以上） ・

断熱材 材質 ・　改修標準仕様書3.5.2(ｴ)による ・

厚さ ・　25mm　　・　50mm ・

７

・　防錆処理した鋼板（厚さ0.4㎜以上）

種類 ・

スカイデッキ パラペット(平面)

・アクリル系高耐候性樹脂管

スカイデッキ パラペット(立面)



scalearchitect project

－
A-1： 

Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
A 05title

建築改修工事特記仕様書(4)

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事

・〈注入口付アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法〉

注入口付アンカーピンの本数

一般部

指定部

・　50ml（注入口1箇所あたり）注入量 ・

・　図4.3.4による（浮き面積が1m2以下の場合）

・　表4.3.6による

・　図4.3.4による（浮き面積が1m2以下の場合）

・　表4.3.6による

－

４

外
壁

改
修

工
事

（
タ

イ
ル

張
り

仕
上

げ
外

壁
）

１ 材料

(4.4.5)

(4.4.8)

タイルの種類 タイルの大きさ 工法

・　外装タイル ・　密着張り

・　マスク張り

・　モザイクタイル張り

・　小口平

・　二丁掛 ・　改良圧着張り

・　外装タイル接着剤張り

・　ユニットタイル

・　外装タイル接着剤張り

工法

・　自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

・　機械式エポキシ樹脂注入工法

・　手動式エポキシ樹脂注入工法

注入間隔

・　200～300㎜ ・　

注入量

・　　　ml

・　　　ml

・　　　ml

ひび割れ部の注入状況確認方法 ・　コア抜き取り　　・　注入量測定

抜取個数 ・　500mごと及びその端数につき1個 ・

・

抜取り部の補修方法　　・　エポキシ樹脂モルタル充填 ・

３ 欠損部改修工法

タイルの種類 タイルの大きさ 工法

・　外装タイル ・　密着張り

・　マスク張り

・　モザイクタイル張り

・　小口平

・　二丁掛 ・　改良圧着張り

・　外装タイル接着剤張り

・　ユニットタイル

・　外装タイル接着剤張り

浮き部改修工法

タイルの種類 タイルの大きさ 工法

・　外装タイル ・　密着張り

・　マスク張り

・　モザイクタイル張り

・　小口平

・　二丁掛 ・　改良圧着張り

・　外装タイル接着剤張り

・　ユニットタイル

・　外装タイル接着剤張り

４

備考施工箇所 形状 寸法

(mm)

耐滑り性耐凍害性色役物吸水率による区分 うわぐすり

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 施ゆう 無ゆう あり なし 標準 特注 あり なし あり なし

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

９

表4.4.5，4.4.6

・　100角

・　50二丁以下

・　100角

・　50二丁以下

・　100角

・　50二丁以下

表4.4.5，4.4.6

表4.4.5，4.4.6

(4.4.4)

(4.4.7～15)

工法

・　自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

・　機械式エポキシ樹脂注入工法

・　手動式エポキシ樹脂注入工法

注入間隔

・　200～300㎜ ・　

注入量

・　　　ml

・　　　ml

・　　　ml

ひび割れ部の注入状況確認方法 ・　コア抜き取り　　・　注入量測定

抜取個数 ・　500mごと及びその端数につき1個

・

抜取り部の補修方法　　・　エポキシ樹脂モルタル充填 ・

欠損部改修工法３

(4.3.3)

(4.3.9～10)

４ 浮き部改修工法

(4.3.4)

(4.3.9～16)

・〈シール工法〉

モルタルを撤去しないで改修

モルタルを撤去して改修

モルタルを撤去しないで改修

床の場合構成 ・　標準詳細図１‐０１‐　による ・　図示による

壁の場合 ・　標準詳細図２‐０１‐　による ・　図示による

内　装

外　装

役物

役物使用箇所

ひび割れ部改修工法

工法

・　自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

・　機械式エポキシ樹脂注入工法

・　手動式エポキシ樹脂注入工法

注入間隔

・　200～300㎜ ・　

注入量

・　　　ml

・　　　ml

・　　　ml

ひび割れ部の注入状況確認方法 ・　コア抜き取り　　・　注入量測定

抜取個数 ・　500mごと及びその端数につき1個 ・

抜取り部の補修方法　　・　エポキシ樹脂モルタル充填 ・

２

(4.4.2)

(4.4.6～8)

タイルを撤去して改修

タイルを撤去しないで改修

(4.4.3)

(4.4.7～8)

タイルを撤去して改修

タイルを撤去しないで改修

タイルの形状、寸法等（JIS A 5209）

・塗り厚が25㎜をこえる場合の措置　　・　図示による

・〈充填工法〉（モルタル撤去部の面積が0.25㎡以下の場合）

・〈モルタル塗替え工法〉

注入量 ・　25ml（注入口1箇所当たり） ・　

・〈アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法〉

アンカーピン本数

一般部 ・　16本/m2

・　図4.3.1による（浮き面積が1m2以下の場合）

・

指定部 ・　25本/m2

注入量 ・　25ml（注入口1箇所当たり）

アンカーピン本数及び注入口の数

一般部

・

指定部

・

・〈アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法〉

・〈アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法〉

アンカーピン本数及び注入口の数

一般部

・

指定部

・

・　50ml（注入口1箇所あたり）注入量

・　図4.3.2による（浮き面積が1m2以下の場合）

・　

・　

・　表4.3.5による

・　表4.3.5による

・　図4.3.2による（浮き面積が1m2以下の場合）

・　図4.3.2による（浮き面積が1m2以下の場合）

・　表4.3.5による

・　図4.3.2による（浮き面積が1m2以下の場合）

・　表4.3.5による

・　図4.3.1による（浮き面積が1m2以下の場合）

・〈注入口付アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法〉

注入口付アンカーピンの本数

一般部 ・　9本/m2

指定部 ・　16本/m2

注入量 ・　25ml（注入口1箇所あたり） ・

・　図4.3.3による（浮き面積が1m2以下の場合）

・　図4.3.3による（浮き面積が1m2以下の場合）

注入口付アンカーピンの本数

一般部

指定部

・　25ml（注入口1箇所あたり）

・〈注入口付アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法〉

注入量 ・

・　図4.3.4による（浮き面積が1m2以下の場合）

・　表4.3.6による

・　図4.3.4による（浮き面積が1m2以下の場合）

・　表4.3.6による

（製造所：　評価名簿による）

（ JIS A 6024 )

・　ポリマーセメントスラリー　（実績等の資料を監督職員に提出）

（実績等の資料を監督職員に提出）

・〈樹脂注入工法用材料〉

・〈Ｕカットシール材充填工法用材料〉

・〈モルタル塗替え工法用材料〉

・〈アンカーピンニング注入工法用材料〉

・　建築補修用注入エポキシ樹脂（ JIS A 6024 ）

・　シーリング材料　　ポリウレタン系（・　1成分形　　・　2成分形）

・　可とう性エポキシ樹脂

・　ポリマーセメントモルタル

モルタル　　・現場調合材料　　・既調合材料

・〈注入口付アンカーピンニング注入工法用材料〉

・　ポリマーセメントスラリー　

・〈タイル部分張替え工法用材料〉

接着剤

・　外装タイル張り用有機系接着剤　（JIS A 5557）

注入口付アンカーピンの材質等 ・　ステンレス鋼（SUS304）（呼び径は外径6㎜）

・

アンカーピンの材質等 ・　ステンレス鋼（SUS304）（呼び径4㎜の丸棒で全ネジ切り加工）

・

・ 行わない

・ 行わない ・ 行う

（

（適用箇所：

適用箇所： ）

）

・〈タイル張替え工法用材料〉

タイルの見本焼き

接着剤　　・　セメントモルタル　（・　現場調合材料　　・　既調合材料）

・　外装タイル張り用有機系接着剤　（JIS A 5557）

タイルの試験張り

・ 行う

・〈樹脂注入工法〉

・〈Ｕカットシール材充填工法〉

ポリマーセメントモルタル充填 ・　行う ・　行わない

・　可とう性エポキシ樹脂を充填

撤去後の補修方法

・〈タイル張替工法〉（下地モルタルを撤去する場合）

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置は図示による

下地モルタルの塗り厚が25㎜をこえる場合の措置は図示による

コンクリート素地面の下地処理方法 ・　目荒らし工法による下地調整　　・　

下地モルタル塗り及び下地調整材塗りの接着力試験 ・　行う ・　行わない

・　シーリング材を充填（接着性試験　　・　行う　　・　行わない　）

・〈タイル部分張替工法〉（欠損部の面積が0.25㎡以下の場合及び下地モルタルを撤去しない場合）

・〈樹脂注入工法〉

・〈タイル張替工法〉（下地モルタルを撤去する場合）

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置は図示による

下地モルタルの塗り厚が25㎜をこえる場合の措置は図示による

コンクリート素地面の下地処理方法 ・　目荒らし工法による下地調整　　・　

下地モルタル塗り及び下地調整材塗りの接着力試験 ・　行う ・　行わない

・〈タイル部分張替工法〉（欠損部の面積が0.25㎡以下の場合及び下地モルタルを撤去しない場合）

・〈タイル張替工法〉（下地モルタルを撤去する場合）

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置は図示による

下地モルタルの塗り厚が25㎜をこえる場合の措置は図示による

コンクリート素地面の下地処理方法 ・　目荒らし工法による下地調整　　・　

下地モルタル塗り及び下地調整材塗りの接着力試験 ・　行う ・　行わない

・〈タイル部分張替工法〉（欠損部の面積が0.25㎡以下の場合及び下地モルタルを撤去しない場合）

アンカーピン本数

一般部 ・　16本/m2

・

指定部

・〈アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法〉

・　図4.3.1による（浮き面積が1m2以下の場合）

・　25本/m2

・　図4.3.1による（浮き面積が1m2以下の場合）

・

指定部

・〈アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法〉

アンカーピン本数及び注入口の数

一般部 ・　表4.3.5による

・　図4.3.2による（浮き面積が1m2以下の場合）

・　表4.3.5による

・　図4.3.2による（浮き面積が1m2以下の場合）

・

・　・　25ml（注入口1箇所当たり）注入量

・　・　25ml（注入口1箇所当たり）注入量

・〈樹脂注入工法〉

塗り厚が25㎜をこえる場合の措置　　・　図示による ・

・〈Ｕカットシール材充填工法〉

・　シーリング材を充填（接着性試験　　・　行う　　・　行わない　）

ポリマーセメントモルタル充填

・　可とう性エポキシ樹脂を充填

・　行う ・　行わない

・〈シール工法〉

・〈充填工法〉（欠損部の面積が0.25㎡/箇所程度以下の場合）

撤去後の補修方法

・　モルタル塗替え工法

・　充填工法（面積0.25㎡以下/箇所程度の場合）

・〈モルタル塗替え工法〉

吸水調整材（製造所：評価名簿による）

・　エポキシ樹脂

・　建築補修用注入エポキシ樹脂（JIS A 6024）

・　パテ状エポキシ樹脂 （JIS A 6024）

・　エポキシ樹脂

・　建築補修用注入エポキシ樹脂（JIS A 6024）

・　ポリマーセメントモルタル（製造所：評価名簿による）

・　エポキシ樹脂（製造所：評価名簿による）
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no.
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一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事

表4.5.1

表4.5.1

・　薄付け仕上塗材

種類 仕上げの形状 工法

・　外装薄塗材Ｅ ・　砂壁状 ・　着色骨材砂壁状 吹付け

・　外装薄塗材Ｓ ・　砂壁状 吹付け

・

・　厚付け仕上塗材

種類 仕上げの形状

・　外装厚塗材Ｃ

・　外装厚塗材Ｅ

・　

スタッコ状 ・　吹放し

・　凸部処理

・　ひき起し

・　凸部処理

こて塗り

吹付け

工法 上塗材

・　行う

・　行わない

・　行う

・　行わない

・

・　複層塗材Ｓｉ

・　複層塗材Ｅ

・　複層塗材ＲＥ

・　複層塗材ＲＳ

・　複層塗材ＣＥ

・ 

・ 

・　ゆず肌状

・　凸部処理

・　凹凸模様

・　凸部処理

・　凹凸模様

仕上げの形状種類

・　複層仕上塗材

工法

ローラー

吹付け

吹付け

上塗材 （耐候性　耐候形3種）

表4.5.1～2

・　水系

・　水系

・　溶剤系

・　弱溶剤系

・　アクリル系

・　ｱｸﾘﾙ系

・　ｼﾘｶ系

・　ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系

・　ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系

・　ﾌｯ素系

・　つやあり

・　つやあり

・　つやなし

・　ﾒﾀﾘｯｸ

ﾒﾀﾘｯｸ　0.4kg/m2以上 ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系、ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系、フッ素系　0.25kg/m2以上上塗り材の塗付量

・　外壁用塗膜防水材 表4.7.1

種類

・　外壁用塗膜防水材

仕上げの形状 工法

・　吹付け

・　ﾛｰﾗｰ

・　凹凸状

・　ゆず肌状

・　さざ波状

外壁用仕上塗材

・耐候性1種

種類 仕上げの形状 工法

・　その他使用材料

種類

・　マスチック塗材

・　アルカリ性付与剤

・　鉄筋防錆剤

使用材料 備考

塗膜はく離剤　（実績等の資料を監督職員に提出）

・　監督職員の承諾するもの

・　監督職員の承諾するもの

・　監督職員の承諾するもの

・　監督職員の承諾するもの・　含浸剤

２ 既存塗膜等の除去、

下地処理及び下地調

整

既存塗膜の劣化部の除去・下地処理及び下地調整の工法

・　サンダー工法　 ・　高圧水洗工法　 ・　塗膜はく離剤工法 ・　水洗い工法

下地調整 ・　下地調整塗剤に代えてポリマーセメントモルタルを使用 ・

サンダー工法の処理範囲 ・　既存仕上面全体 ・　図示の範囲(4.5.4)

高圧水洗工法の処理範囲 ・　既存仕上面全体 ・　図示の範囲

塗膜はく離剤工法の処理範囲 ・　既存仕上面全体 ・　図示の範囲

水洗い工法の処理範囲 ・　サンダー工法、高圧水洗工法及び塗膜はく離剤工法以外の既存

仕上面全体

・　図示の範囲

－

５

１ 材料

(4.5.2)

目地改修工法５

９

(4.5.16)

・　目地ひび割れ改修工法

・　伸縮目地改修工法　　位置及び寸法は図示による

外
壁

改
修

工
事

（
仕

上
げ

塗
材

・
仕

上
げ

外
壁

）

・　可とう形改修塗材Ｅ

・　可とう形改修塗材ＲＥ

・　可とう形改修塗材ＣＥ

・　平たん状

・　さざ波状

・　ゆず肌状 吹付け　

ローラー塗り

ローラー塗り

表4.5.1・　可とう形改修用仕上塗材

・〈アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法〉

アンカーピン本数及び注入口の数

一般部 ・　表4.3.5による

・　図4.3.2による（浮き面積が1m2以下の場合）

・

指定部 ・　表4.3.5による

・　図4.3.2による（浮き面積が1m2以下の場合）

・

注入量 ・　50ml（注入口1箇所あたり）

・〈注入口付アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法〉

注入口付アンカーピンの本数

一般部 ・　9本/m2

・　図4.3.3による（浮き面積が1m2以下の場合）

指定部 ・　16本/m2

・　図4.3.3による（浮き面積が1m2以下の場合）

・〈注入口付アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法〉

注入量 ・　25ml（注入口1箇所あたり） ・

・

注入口付アンカーピンの本数

・　図4.3.4による（浮き面積が1m2以下の場合）

・　表4.3.6による一般部

指定部

・　25ml（注入口1箇所あたり） ・注入量

・　表4.3.6による

・　図4.3.4による（浮き面積が1m2以下の場合）

注入口付アンカーピンの本数

一般部

指定部

・　表4.3.6による

・　図4.3.4による（浮き面積が1m2以下の場合）

・　表4.3.6による

・　図4.3.4による（浮き面積が1m2以下の場合）

・　50ml（注入口1箇所あたり）注入量 ・

・〈注入口付アンカーピンニングエポキシ樹脂注入タイル固定工法〉

・〈注入口付アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法〉

（　　　　　）本　　注入口付アンカーピン本数

建
具

改
修

工
事

１ 一般事項

(5.1.3～7)

改修工法

・　既存建具を改修

・　かぶせ工法（　・　カバー工法　　・　持出工法　・　ノンシール工法）

・　撤去工法　　　・　図示による

・　新規に建具を設置

１０

壁部分の開口の開け方、建具周囲の補修方法は図示による。

２ アルミニウム製建具

(5.2.2～5) ・　Ａ種 ・　Ｂ種 ・　Ｃ種

防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級

耐震ドアセットの面内変形追従性の等級 ・　Ｄ－１

・　Ｈ－１

・　Ｔ－１ ・　Ｔ－２

・　Ｈ－２

・　Ｄ－２ ・　Ｄ－３

・　Ｔ－３

材料（製造所：評価名簿による）

外部に面するアルミニウム製建具の性能等級等

網戸等

防虫網の材質

材質

・ ステンレス製（SUS316）

・ ガラス繊維入り合成樹脂製

・ 合成樹脂製

・ 0.25mm以上

・

線径 網目

・ 16～18メッシュ

・

防鳥網の材質 ・　ステンレス製（SUS304）径1.5㎜ピッチ15㎜

表5.2.1性能値等

６ 建具用金物 材質、形状及び寸法　　図示による

評価名簿によるもの

ドアクローザー

ヒンジクローザー

フロアヒンジ

（・　パラレル型　　　・　　　　　　　）

（・　丁番形　　・　持出し吊り込み型　　・　中心吊り込み型　　・　　　）

（・　中心吊り込み（両自由）　　　・　　　　）

・　マスターキー　　　・　有（　　）組　　・　無

７ 重量シャッター 形式及び機構

表5.11.1

スラット及びシャッターケース用鋼板 種類（　　　　　　）

めっきの付着量 ・　Z12又はF12を満足するもの

・

シリンダー箱錠、シリンダー本締り錠

種類 図示による

防火又は、防煙シャッターは、自動閉鎖装置及び随時閉鎖装置付とし、連動制御盤及び煙感知器

は別途とする。

耐風圧強度（管理用シャッター、外壁用防火シャッター） ・　図示による ・

開閉機能による種類

危害防止装置

シャッターケース(防火・防煙以外）　　・　設ける　　　・　設けない

安全装置の設置個所　　・図示による

・　電動式（手動併用） ・　手動式

改修標準仕様書5.11.2(4)(ｳ)による

材料（製造所：評価名簿による）

軽量シャッター 形式及び機構

表5.12.1

８

(5.12.2～4) 開閉方式 ・　電動式（手動併用） ・　手動式

耐風圧強度 ・　図示による ・

(5.8.2～4)

(5.11.2～5)

スラットの材質

・　塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯（JIS G 3312）

めっきの付着量

・　Z06又はF06を満足するもの ・

材料（製造所：評価名簿による）

９ オーバーヘッドドア

(5.13.2～5)

形式及び機構

ガイドレールの材質 ・　溶融亜鉛めっき鋼板

・　ステンレス鋼板

セクション材料による区分

・　スチールタイプ ・　アルミニウムタイプ ・　ファイバーグラスタイプ

耐風圧性能JIS A 4715による

強さの区分 （・500Pa　　・　750Pa　　・　1000Pa　　・　1250Pa）に耐えるもの

開閉方式による区分 ・　バランス式 ・　チェーン式 ・　電動式

収納形式による区分

・　スタンダード形 ・　ローヘッド形 ・　ハイリフト形 ・　バーチカル形

材料（製造所：評価名簿による）

種類

・　SUS304 ・　SUS430J1L ・　SUS443J1 ・

・

・　強化ガラス（JIS R 3206による）

・　熱線吸収板ガラス（JIS R 3208による）

・　合わせガラス（JIS R 3205による）

・　線入板ガラス（JIS R 3204による）

・　網入板ガラス（JIS R 3204による）

・　型板ガラス（JIS R 3203による）

・　フロート板ガラス（JIS R 3202による）

下記以外（品種・厚さの呼び等）は建具表による。

ガラス１０

(5.14.2)

・　複層ガラス（JIS R 3209による）

・　熱線反射ガラス（JIS R 3221による）

・　倍強度ガラス（JIS R 3222による）

材種

ガラス留め材

建具の種類

鋼製

アルミニウム製

ステンレス製

木製

上記建具のFIXの場合

・　シーリング材

・　シーリング材

・　シーリング材

・　シーリング材

・　シーリング材

・

・　ガスケット

・

(・ グレイジングチャンネル形　・　　 )

防火戸のガラス留め材は、「建築基準法」に基づく防火性能の認定を受けた条件による。

板ガラス（標準仕様書の規定による材料又は評価名簿による）

安全装置　急降下停止装置 ・　設置する ・　設置しない

１１ 付属電気設備・ 電動シャッター、自動扉の施工範囲は下記による。

制御盤以降の２次側は本工事とする。

防煙シャッターの連動制御盤及び煙感知器は本工事に含まない。

ガラス端部で枠にのみ込まない部分の小口加工は図示による。

かまち戸・ふすま・戸ぶすま・紙張り障子の見込み寸法

取合い ・　標準詳細図４‐　‐　による ・　図示による

図示による

工法 引き戸の召し合せかまち（・いんろう付き　　・　　）

結露水の処理方法　　図示による

水切り、ぜん板等　　図示による

３ 鋼製建具

(5.1.4)

(5.4.2～5)

簡易気密ドアセット　　・　適用する　　・　適用しない　 表5.4.1

外部に面する鋼製建具の耐風圧性

防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級

耐震ドアセットの面内変形追従性の等級

・　Ｓ－４

・　Ｔ－１

・　Ｈ－１

・　Ｄ－１ ・　Ｄ－２

・　Ｔ－２

・　Ｈ－２

・　Ｓ－５ ・　Ｓ－６

・　Ｔ－３

・　Ｄ－３

鋼板類

鋼板

材料（製造所：評価名簿による）

・　鋼板　　・　ステンレス鋼板　　・形鋼

表5.2.1性能値等

厚さ（片開き、親子開き及び両開き戸の1枚との有効開口幅が950㎜又は有効高さが2,400㎜を

超える部分）

めっきの付着量

・　Z12又はF12を満足するもの

ステンレス鋼板

種類

・

くつずりの仕上げ

・ステンレス鋼板（ＨＬ）　　・　

鋼製軽量建具

(5.5.2～5)

４ 図示による

・　SUS304　　・　SUS430J1L　　・　SUS443J1

・

５ 木製建具

(5.7.2～4)

含水率 ・　Ａ種 ・　Ｂ種

フラッシュ戸

空気穴を２箇所以上に設けること

表面板の厚さ 普通合板 ・　2.5㎜以上 ・

天然木化粧合板 ・　3.2㎜以上 ・

特殊加工化粧合板 ・　2.4㎜以上 ・

材質、形状及び寸法　　図示による

表5.7.6

ミディアムデンシティファイバーボード（MDF） ・　2.5㎜以上 ・

表面処理（標準仕様書14.2.1による。）

種別

色

・　BA-2種 ・　BB-2種 ・　BC-2種

・　標準色 ・　特注色

3



scalearchitect project

－
A-1： 

Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
A 07title

建築改修工事特記仕様書(6)

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事

内
装

改
修

工
事

１１

２

１ 見え係り面の表

・　プレーナー加工仕上げ ・　超自動機械かんな掛け仕上げ

施工箇所　　図示による

木材

・　サンダー掛け仕上げ

製材 JAS 1083（製材）

種別 保存処理

・　造作用

・　下地用

・　広葉樹

等級 寸法 含水率

図示

・　Ａ種　・　Ｂ種　・（　　　　）

・　Ａ種　・　Ｂ種　・（　　　　）

・　10％　・（　　　　）

・　有（　　　）・　無

・　有（　　　）・　無

・　有（　　　）・　無

造作用集成材 JAS 1152（集成材）

・　化粧ばり造作用

・　造作用 ・　１等　・（　　　　）

見付け材面の品質種別 品名・樹種名・見つけ材面・寸法

図示
・　１等　・（　　　　）

合板等

・　普通合板

・　構造用合板

種別 品名 厚さ 接着の程度 等級 板面の品質 保存処理樹種名

図示

構造用合板　防虫処理

強度等級

普通合板　　防虫処理

下地用合板　JAS 0233（合板）

・　有（　　　　）

・　有（　　　　）

・　有（　　　　）

・　構造用パネル　JAS 0360（構造用パネル）

品名

厚さ

（　　　　　　）

（　　　　）

釘等

造作材の化粧面の釘打ち

・　隠し釘打ち ・　釘頭埋め木 ・　つぶし頭釘打ち ・　釘頭現し

３ 接合具

(6.5.2)

(6.5.3)

諸金物

形状、寸法及び材質 ・　図示による

・　表12.2.3から表12.2.5までに示す程度の市販品

（コンクリート埋込み部を除き、表14.2.2［溶融亜鉛めっきの種別］の

Ｆ種程度の亜鉛めっきを指す。）

４ 防腐・防蟻処理 適用部材 ・　図示による

（　　　　　　　）

処理の適用

適用部材 ・　図示による

・　図示による適用部材

保存処理性能区分 （　　　　　　　）

・　有（薬剤の書類：　　　　　　） ・　無

・図示による

処理の適用 ・　有（薬剤の書類：　　　　　　） ・　無

処理の方法 ・製造所の仕様による。

適用部位

・　無

・

・

・

・

・

・　有（性能区分：　・　K3　　・　　　）

５ 防虫処理

処理の適用

防虫処理の適用 ・　有（性能区分：　・　K1　　・　　　）

・　無

・　無

不燃処理木材等 不燃材料

処理の種別

薬剤の塗布等

工場における薬剤の加圧注入処理等

接着剤への混入による防腐・防蟻処理

合板等の加圧注入処理等による防腐・防蟻処理

準不燃材料

難燃材料

・　無・　有（適用部位：図示による）

・　有（適用部位：図示による）

・　有（適用部位：図示による）

・　無

・　無

６

７

８

RC造等の内部間仕切

軸組及び床材

木材

間仕切軸組に用いる材料 ・　

・　

窓、出入口その他

床組に用いる材料

窓、出入口その他に用いる木材

・　製材　吊元枠、水掛りの下枠及び敷居 ・　

・　製材　その他 ・　

９ 床板張り 木材

縁甲板及び上がりがまち

・　製材 ・

壁及び天井下地 壁及び天井下地に用いる木材

・　製材 ・

(6.5.5)

(6.5.5)

(6.5.5)

(6.5.6)

(6.5.7)

(6.5.8)

(6.5.9)

(6.5.1)

表面仕上げ

木下地等

１０

軽量鉄骨天井下地

(6.6.2～4)

野縁等の種類

・　屋外　（・　25形　　・　　　）

野縁受、吊ボルト及びインサートの間隔は図示による。

・　屋内　（・　19形　　・　　　） 表6.6.1

屋外の野縁の間隔　　・　図示による　　・　

１１

工法

既存の埋込みインサート ・　使用する ・　使用しない

あと施工アンカーの引張試験

（確認強度　　　・　改修標準仕様書6.6.4(1)(ｳ)(b)による　　・　　　　　　　　）

・　行う（試験箇所数　　・　屋内の場合、当該階において３箇所　　　・　　　　　　　　）

・　行わない

開口部の補強方法　　吊ボルトの間隔が900mmを超える場合（　　　　　　）

・　天井下地材における耐震性を考慮した補強

・　天井のふところが3mを超える場合 （補強箇所及び補強方法は図示による）

（範囲及び補強方法は図示による）

・　屋外の軒、ピロティ等の天井における耐風圧性を考慮した補強（範囲及び補強方法は図示による）

軽量鉄骨壁下地

(6.7.3)

スタッド、ランナー等種類

・　５０形 ・　６５形 ・　９０形 ・　１００形

・　スタッドの高さが5.0mを超える場合　　図示による

表6.7.1

ビニル床シート、

ビニル床タイル

及びゴム床タイル

(6.8.2～3)

材料

・　ビニル床シート（構成　　・　標準詳細図１‐０１‐　による　　・　図示による）

種類 記号 色柄 厚さ(mm) 工法

・　発泡層のないもの

・　

・　無地

・　

・　2.0

・　2.5 ・　熱溶接

・　突付け

・　突付け

・　熱溶接・　2.5

・　2.0・　無地

・　

・　・　発泡層のあるもの

・　ＦＳ

表6.8.1による接着剤の種別

・　ビニル床タイル（構成　　・　標準詳細図１‐０１‐　による　　・　図示による）

種類

・　複層ビニル床タイル

・　置敷きビニル床タイル

・　コンポジション

色柄

・　プレーン

・　マーブル

・　特殊柄

寸法(mm)

・ 300×300

・ 450×450

・ 500×500

厚さ(mm)

・2.0

・4.0以上

・2.0

記号

ＦＴ

ＦＯＡ

ＫＴ

接着剤の種別 表6.8.1による

・　特殊機能床材（帯電防止）

種類

・　帯電防止床シート

・　帯電防止床タイル

（置敷きビニル床タイル）

記号 寸法(mm)厚さ（mm）

―ＦＳ

ＦＯＡ

・ 2.0

・ 4.0以上

備考

帯電防止性能評価値(JISA1455)

１．２以上～３．２未満

又は体積電気抵抗値(JISA1454)

１×１０ ～１０ Ω程度
７ １０

合成樹脂塗床

(6.10.2～3)

目地処理する場合の工法　　・　熱溶接工法　　・　

材料及び工法

・　厚膜型塗床材

・　弾性ウレタン樹脂系塗床

仕上げの種類 ・　平滑仕上げ ・　防滑仕上げ ・　つや消し仕上げ 表6.10.4

表6.10.5～7

表6.10.8

・　厚膜流しのべ仕上げ・　薄膜流しのべ仕上げ仕上げの種類

・ エポキシ樹脂系塗床材

・　樹脂モルタル仕上げ

平滑仕上げ仕上げの種類

・　薄膜型塗床材

・　視覚障害者用床タイル　　種類・形状はJIS T 9251によるほか、図示による。

図示による・　開口部の補強

１４

１３

１２

１６

・　PS-C30・　PS-C25

・　J1・　JS

・　PS-C20Ｃ種の場合の畳床記号

Ａ種の場合の畳表記号

・　KT-N・　KT－K・　KT－Ⅲ・　KT－Ⅱ・　KT－ⅠＤ種の場合の畳床記号

構成　　・　標準詳細図１‐０２‐　による　　・　図示による

表6.12.1

(6.12.2)

畳敷き ・　Ｄ種・　Ｃ種・　Ｂ種・　Ａ種種別

（一般用）

フローリング張り

(6.11.2～5)

・単層フローリング

品名 工法

樹種 ・　なら ・

図示による厚さ及び大きさ

・複合フローリング

樹種 ・　なら ・

図示による厚さ及び大きさ

・釘留め工法 ・根太張り工法

・直張り工法

・接着工法

フローリングブロックの樹種、厚

さ及び大きさは図示による。

緩衝材 ・合成樹脂発泡シート

・

・釘留め工法 ・根太張り工法

・直張り工法

（・A種・B種・C種）

（・A種・B種・C種）

・接着工法（・A種 ・B種 ・C種　）

材料、工法等

緩衝材 ・合成樹脂発泡シート

・

・フローリングボード1等

・フローリングブロック1等

１５

構成　　・　標準詳細図１‐０２‐　による　　・　図示による

せっこうボードその他のボード

種類及び厚さは図示による。

合板

・　普通合板

施工箇所

 ・しない

 ・する

 ・する

 ・しない

「建築基準法」に基づく防火材料の指定又は認定を受けたものを使用する箇所　　　図示による

せっこうボード、

その他ボード張り

表6.13.1

(6.13.2～3)

防虫処理板面の品質単板の樹種名

・生地のまま

・しな

・ラワン

・

厚さ

（㎜）

防虫処理

 ・する

 ・しない

 ・する

 ・しない

厚さ

（㎜）

・　天然木化粧合板

施工箇所

合板の張付けの種類　　・　Ａ種　　・　Ｂ種 表6.13.3

せっこうボードの目地工法の種類

・　継目処理工法（・　標準詳細図２‐０３‐　による　　・　図示による）

表6.13.5

・　突付け工法　（・　標準詳細図２‐０３‐　による　　・　図示による）

・　目透し工法　（・　標準詳細図２‐０３‐　による　　・　図示による）

単板の樹種名

壁紙張り

(6.14.2～3)

図示による「建築基準法」に基づく防火材料の指定又は認定を受けたものを使用する箇所

壁紙

施工箇所 種類 防火性能の級別 備考

モルタル面及びせっこうプラスター面の素地ごしらえの種別　　・　Ａ種　　・　Ｂ種 表7.3.4

コンクリート面の素地ごしらえの種別

せっこうボード面の素地ごしらえの種別

・　Ａ種　　・　Ｂ種

・　Ａ種　　・　Ｂ種

表7.3.5

表7.3.7

モルタル塗り

(6.15.3～6)

工法（床塗り）

・　床の目地

・　設けない

目地の種類　・　押し目地　　・　

目地割り　　・　2ｍ2程度、最大目地間隔3ｍ程度　　・　

・　設ける

タイル張り

(6.16.2)

伸縮調整目地の位置 床タイル　　（・　縦横とも4m以内ごと　　・　図示による）

床タイル以外（・　図示による　　・　　　　　　　　　　）

・　行わない　　・　行う（適用箇所：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　行わない　　・　行う（適用箇所：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　既製目地材の適用及び形状は図示による

タイルの見本焼き

タイルの試験張り

材料　　・　吸水調整材（製造所：評価名簿による）

・　防水剤　　（製造所：評価名簿による）

品名

１９

２０

１８

１７

張付け用材料等

張付け用既調合モルタル及び化粧目地用既調合モルタル（製造所：評価名簿による）

セメントモルタルに

よるタイル張り

(6.16.3)

備考施工箇所 形状 寸法

(mm)

耐滑り性耐凍害性色役物吸水率による区分 うわぐすり

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 施ゆう 無ゆう あり なし 標準 特注 あり なし あり なし

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

材料

施工

下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の下地処理

・　目荒し工法（高圧水洗処理） ・

内　装

外　装

役物

役物使用箇所

構成 床の場合 ・　標準詳細図１‐０１‐　による ・　図示による

・　図示による・　標準詳細図２‐０１‐　による壁の場合

タイルの形状、寸法等（JIS A 5209）

タイル（製造所：評価名簿による。ただし、既存合わせとする場合は監督職員と協議すること。）

壁タイル張りの工法

・　密着張り

・　改良圧着張り

・　マスク張り

・　モザイクタイル張り

２１

風除室・きくがわおうらい300x600
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A 08title

建築改修工事特記仕様書(7)

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事

・

有機系接着剤による

タイル張り

(6.16.4)

備考施工箇所 形状 寸法

(mm)

耐滑り性耐凍害性色役物吸水率による区分 うわぐすり

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 施ゆう 無ゆう あり なし 標準 特注 あり なし あり なし

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

タイルの形状、寸法等（JIS A 5209）

内　装

外　装

役物使用箇所

役物

構成 床の場合 ・　標準詳細図１‐０１‐　による ・　図示による

材料

・　標準詳細図２‐０１‐　による壁の場合 ・　図示による

内壁 ・　監督職員の承諾する工法

・　コンクリート面（耐候性塗料塗り（ＤＰ）の場合は除く）、ＡＬＣパネル面

種別（・ＲＡ種　・ＲＢ種　・ＲＣ種）

ひび割れ部の補修 外壁

内壁 ・　監督職員の承諾する工法

外壁）」による

・　押出成形セメント板面、コンクリート面（耐候性塗料塗り（ＤＰ）の場合

種別（・ＲＡ種　・ＲＢ種　・ＲＣ種）

ひび割れ部の補修 外壁

内壁 ・　監督職員の承諾する工法

外壁）」による

表7.2.6

表7.2.5

・　せっこうボード面及びその他ボード面

種別（・ＲＡ種　・ＲＢ種　・ＲＣ種）

表7.2.7

塗
装

改
修

工
事

材料

(7.1.3)

下地調整

(7.2.1～7)

２

１ 防火材料

塗替え種別がＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲

・　劣化部分は除去し、活膜部分は残す　　・　

・　木部

・　透明塗料塗り

・　不透明塗料塗り

・　鉄鋼面

種別（・ＲＡ種　・ＲＢ種　・ＲＣ種）

種別（・ＲＡ種　・ＲＢ種　・ＲＣ種）

種別（・ＲＡ種　・ＲＢ種　・ＲＣ種）

耐候性塗料塗り（ＤＰ）の場合 種別（・ＲＡ種　・ＲＢ種　・ＲＣ種）

・　モルタル面及びせっこうプラスター面

種別（・ＲＡ種　・ＲＢ種　・ＲＣ種）

ひび割れ部の補修 外壁

表7.2.4

表7.2.3

表7.2.2

表7.2.1

種別（・ＲＡ種　・ＲＢ種　・ＲＣ種）

種別（・ＲＡ種　・ＲＢ種　・ＲＣ種）

屋内の壁及び天井の塗装仕上げは「建築基準法」に基づき指定又は認定を受けたものと

する。

〈塗替え面〉

耐候性塗料塗り（ＤＰ）の場合

１２

・　「９－３外壁改修工事（モルタル塗り仕上げ外壁）」による

・　「９－２外壁改修工事（コンクリート打ち放し仕上げ

・　「９－２外壁改修工事（コンクリート打ち放し仕上げ

・　亜鉛めっき鋼面

タイル（製造所：評価名簿による。ただし、既存合わせとする場合は監督職員と協議すること。）

２２

３ 素地ごしらえ

(7.3.2～7)

〈新規面〉

・　木部

・　透明塗料塗り

・　不透明塗料塗り 種別（・Ａ種　・Ｂ種）

種別（・Ａ種　・Ｂ種）

・　鉄鋼面

種別（・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種）

・　モルタル面及びせっこうプラスター面

表7.3.1

表7.3.2

耐候性塗料塗り（ＤＰ）の場合 種別（・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種）

・　鋼製建具等

・　鋼製建具等以外 種別（・Ａ種　・Ｂ種）

種別（・Ａ種　・Ｂ種）

種別（・Ａ種　・Ｂ種）

表7.3.4

・　コンクリート面（耐候性塗料塗り（ＤＰ）の場合は除く）、ＡＬＣパネル面 表7.3.5

種別（・Ａ種　・Ｂ種）

・　押出成形セメント板面、コンクリート面（耐候性塗料塗り（ＤＰ）の場合 表7.3.6

種別（・Ａ種　・Ｂ種）

・　せっこうボード面及びその他ボード面 表7.3.7

目地　　・継目処理工法 （・Ａ種　・Ｂ種）

・その他 （・Ａ種　・Ｂ種）

表7.3.3・　亜鉛めっき鋼面

1回目Cs種　2,3回目Ds種

1回目Cs種　2,3回目Ds種

する場合

４ 錆止め塗料塗り 表7.4.1～6

・ A種　・ B種　・ C種

・ A種　・ B種　・ C種

・ A種　・ B種　・ C種

・ A種　・ B種　・ C種

・ A種　・ B種　・ C種 ・下地調整をRA種とする場合

下地調整をRB種又はRC種と・

鉄鋼面 ＳＯＰ

ＤＰ

新規見え掛り

新規見え隠れ

塗替え

新規

塗替え

塗装面 工程の種別 塗料の種別

・ A種　・ B種　・ C種

・ A種　・ B種　・ C種

・ A種　・ B種　・ C種

亜鉛めっき

鋼面

ＥＰ-Ｇ

ＳＯＰ

ＤＰ

ＥＰ-Ｇ

新規見え掛り

新規見え隠れ

塗替え

新規鋼製建具等

新規鋼製建具等以外

塗替え

新規及び塗替え

新規鋼製建具等

新規鋼製建具等以外

塗替え

表7.4.6による

・ A種　・ B種　・ C種

・ A種　・ B種　・ C種

・ A種　・ B種　・ C種

・ A種　・ B種　・ C種

・ A種　・ B種　・ C種

・ A種　・ B種　・ C種

５ 仕上げ塗料塗り

(7章5節～13節)

表7.5.1～7.13.1

・A種　・ ・B種　・　

多孔質広葉樹を除く・B種（　　　　　　）・B種　・ 

・

・B種　・ 

・B種　・ 

・A種　・B種

・B種　・ 

・B種　・ 

表7.8.1による

・A種　・B種

・A種　・B種・A種　・ B種

・A種　・ B種

塗料の種類

・１類　・　

(SOP)

・合成樹脂調合ペイント塗り

・クリヤラッカー塗り(CL) 

塗料塗り(NAD)

・耐候性塗料塗り(DP)

屋外の木部

屋内の木部

鉄鋼面 

鉄鋼面 

上塗り塗料

屋内の木部

屋内のコンクリート面

屋内のモルタル面

鋼製建具以外亜鉛めっき鋼面(　　　　)

亜鉛めっき鋼面(鋼製建具)

工程

塗替え 新規

塗装の種類 塗装面

・A種　・ 

・１級 ・２級 ・３級

表7.8.2による亜鉛めっき鋼面 

上塗り塗料

・１級 ・２級 ・３級

・A-1種　・A-2種

・B-1種　・B-2種

・A-1種　・A-2種

・B-1種　・B-2種

・A-1種

・B-1種

・A-1種

・B-1種

・C-1種

・C-1種

押出成形セメント板面

コンクリート面

・C-1種　・C-2種

・C-1種　・C-2種

・A種　・B種・つや有合成樹脂エマルション

ペイント塗り(EP-G)

・アクリル樹脂系非水分散形

(7.4.2～3)

・ As種

Es種

・ As種　・ Bs種

・ Az種　・ Bz種

・ Bz種

・ Cz種

・B種　・ 

・B種　・ 

・B種　・ 多孔質広葉樹を除く

・B種　・ 

・B種　・ 

・B種　・ 

・B種　・ 

・A種　・B種

・A種　・B種

・A種　・B種

・A種　・B種

・A種　・B種

・A種　・B種

屋内の亜鉛めっき鋼面

屋内の鉄鋼面

屋内の木部

モルタル面

せっこうプラスター面

せっこうボード面

その他ボード面

・A種（　　　　　　）

 押出成形セメント板面

コンクリート面 ・B種　・ 

・B種　・ ・A種　・B種

・B種　・ 

・A種　・ B種 ・A種　・B種

・A種　・B種・合成樹脂エマルション

・木材保護塗料塗り(WP)

コンクリート面

屋外の木部

・ピグメントステイン

・B種　・ 

・B種　・ 

・B種　・ 

・B種　・ 

・A種　・ B種 ・A種　・B種

・A種　・B種

・A種　・B種

・A種　・B種

・A種　・B種

屋内の木部

モルタル面

せっこうプラスター面

せっこうボード面

その他ボード面

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) 

・ピグメントステイン塗り 屋内の木部

ペイント塗り(EP) ・B種　・ ・A種　・B種押出成形セメント板面

環
境

配
慮

改
修

工
事

１３

１ 長尺金属板葺 長尺金属板の種類

施工箇所 表示記号 厚さ（㎜） 備考種類

・塗装55％アルミニウム―亜鉛

合金めっき鋼板及び鋼帯

（JIS G 3322）

・

・CGLCCR-20-AZ150

・

一般部

谷部

下葺材料（JIS A 6005）

・　アスファルトルーフィング940

・　改質アスファルトルーフィング下葺材

（・　一般タイプ　　・　複層基材タイプ　　・　粘着層付タイプ）

工法

屋根葺形式

・　心木なし瓦棒葺 ・　立平葺 ・　横葺 ・　あり掛葺 ・

屋根葺工法

葺材の寸法、厚さ、下地等は図示による

屋
根

工
事

《表13.2.1》

《表13.2.2》

・　設置しない・　設置する（図示）

・　けらば包み納め・　つかみ込み納め

雪止め

けらば（横葺）

形式 山高（㎜） 山ピッチ（mm） 耐力による区分 材料による区分 厚さ（㎜）

・重ね形

・はぜ締め形

・

・

・鋼板製 ・0.6

・0.8

・1.0

・1.2

・

２ 折板葺 折板の種類（JIS A 6514）

施工箇所

屋根葺材の耐風圧性能

「建築基準法」に基づき定まる風圧力の（・　1.0 　・　1.15　・　1.3）倍の耐風圧性能

《13.2.2～3》

《13.3.2～3》

材料

施工箇所 備考種類 厚さ（㎜）

一般部

谷部

表示記号

《表13.2.1》

１４

作業管理者　　　　石綿作業主任者　又は　特定化学物質等作業主任者

石綿含有

吹付け材の除去

(9.1.3)

石綿含有材料、含有部位、除去範囲は図示による。

除去工法　　図示による

・　

専門工事業者 「吹付けアスベスト粉じん飛散防止処理技術」の審査証明による技術を有すること。

石綿含有

保温材等の除去

(9.1.4)

石綿含有材料、含有部位、除去範囲は図示による。

除去方法等

図示による

・　

石綿含有

成形板等の除去

(9.1.5)

石綿含有

仕上塗材の除去

(9.1.6)

石綿含有材料、含有部位、除去範囲は図示による。

除去工法 図示による

・　

除去工事共通事項

(9.1.2)

大気汚染防止法に基づき、石綿含有建材の事前調査結果を監督職員に説明し、工事看板に掲示すること。

図示による。

（「２ 仮設工事」参照）

２

３

４

５

６

１ 一般事項

(9.1.1)

石綿粉じん濃度測定 ・　適用する（図示） ・　適用しない

・　切断又は粉砕して除去

・　原型のまま、手ばらし

除去工法

断熱張り

・　行う　　・　行わない

種別 厚さ(mm) 防火性能

耐雪性能に対応した工法　　・　適用する（図示）　　・　適用しない

３ 粘土瓦葺 図示による

《13.4.2～3》

軒先面戸板

・　適用する（厚さ　　　㎜） ・　適用しない

本屋、大屋根

　タテハゼ葺き
（本屋）

嵌合型

0.8

WC・屋外倉庫 0.8 中間材ﾎﾟﾘ入りｸﾞﾗｽｳｰﾙ10kg/㎡　t100

(本屋)

(大屋根)

（大屋根）

ＷＣ

屋外倉庫

各搬入口上屋

85㎜ 200㎜
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建築改修工事特記仕様書(8)

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事

１

施工箇所

工法

耐震性能

所定荷重

耐荷重性能

寸法

高さ(mm)

表面仕上げ材の材質

表面仕上げ材の寸法

漏えい抵抗

ボーダー部及びスロープ

製造所

支柱調整式

・　0.6G ・　1.0G

・5000N・3000N

・

・　タイルカーペット

（ ・　第一種 ・　第二種 ）

・　帯電防止床タイル

・　メーカー仕様 ・　図示

置敷式

・　0.6G ・　1.0G

・3000N ・5000N

・

・　タイルカーペット

（ ・　第一種 ・　第二種 ）

・　帯電防止床タイル

・　メーカー仕様 ・　図示

評価名簿による

フリーアクセス

フロア

《20.2.2》

トイレブース・ 形状及び寸法 ・　標準詳細図６　‐　による ・　図示による

パネル表面材 ・　メラミン樹脂系化粧板 ・　ポリエステル樹脂系化粧板

エッジ材質形状 ・　アルミＲエッジ ・

脚部材質形状

２

《20.2.5》

材料等（標準仕様書20.2.2による）

床表面仕上げ材の品質・性能等は標準仕様書「１９章内装工事」による。

帯電防止性能

・　種類 （ ・　幅木タイプ ）・

製造所：評価名簿による

黒板及びホワイト

ボード

・　黒板

種類 ・　鋼製黒板 ・　ほうろう黒板

・ ホワイトボード

種類 ・　ほうろう ・　

３

《20.2.9》

４ 表示

《20.2.11》

・　対人衝突防止表示

・　非常用進入口

・ 案内板

・ 室名札

・　ピクトグラフ

・　図示による

・　図示による

・　施設案内板

（

・　図示による

・　標準詳細図８‐　‐　による

（ ）

・　各階案内板 ・　図示による）

・　視覚障害者用案内板

・　標準詳細図８‐　‐　による

・　図示による

・　市販品

・　標準詳細図８‐　‐　による

・　図示による　  

・　市販品

・　切抜文字・　館名文字

（

（ 製造所、品番 ）

製造所、品番

・ ｽﾃﾝﾚｽ製 ・ 黄銅製）（ ・　箱文字  ・ 黄銅製）（・ ｽﾃﾝﾚｽ製

防炎性能を有するものは図示による

字数（ ） 文字の大きさ（ 3,000 × 400  ）

）

５

６

ブラインド

《20.2.14》

カーテン及び

カーテンレール

《20.2.16》

・　カーテンレール及び付属金物

施工箇所 強さによる区分

・10-90

材料による区分

・アルミニウム及びアルミ

ニウム合金の押出し成形板

・

・アルマイト

仕上げ 形状

・角型 ・

付属金物

・鋼製

・樹脂製

７ 点検口

カーテンレール幅は原則として、間口幅より両端それぞれ100㎜程度延長する。

・　屋上 材種 ・　ステンレス製 寸法(mm) ・　径550 ・　径600 ・　500×500

・　500×500・　径550寸法(mm)・　鋼製

錠　　　・ 有　　　・ 無

・　天井 材種 ・　アルミニウム製 寸法(mm) ・　450×450 ・　600×600

用途区分

・　一般形

・　密閉形

・　外枠・内枠とも目地タイプ

・　内枠のみ額縁タイプ

・　外枠目地・内枠額縁タイプ

・　外枠額縁・内枠目地タイプ

・　外枠・内枠とも額縁タイプ

目地形状による区分

製造所：評価名簿による

錠　　　・ 有　　　・ 無

（ ・　図示による ）

１５

そ
の

他

・　床 材種 ・　アルミニウム製 寸法(mm) ・　600×600・　450×450

・　ステンレス製

・　鋼製

寸法(mm)

寸法(mm)

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

用途区分 ・　一般形 ・　密閉型 ・　結露防止形

使用箇所による区分 ・　屋内外用 ・　屋内用

製造所：評価名簿による

錠　　　・ 有　　　・ 無

目地形状による区分 ・　アルミニウム製 ・　ステンレス製 ・　黄銅製

・　貼物・充填用・　充填用・　貼物用仕上げ材による区分

切断作業時に発生する排水を回収し、産業廃棄物として適正に処理すること。

回収した排水を現場から搬出する場合は、搬出時点で排水のｐＨを測定し、その結果を写真等に記録

ｐＨの測定方法　（　・　携帯式簡易測定器　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

処理施設、処理方法、運搬方法等は任意とするが、産業廃棄物の種類・取扱いについては山口県環境

生活部及び下関市環境部（下関市内のみ）の取扱いに準ずること。

監督職員へマニフェストを提示する際、併せてｐＨの測定結果の提示を行うこと。

すること。この際、ｐＨが12.5以上の場合には特別管理型産業廃棄物となることに留意すること。

８

舗装版切断９

あと施工アンカーの引抜き耐力の引張試験

設計用引張強度

確認用引張強度

アンカーの種類（・　金属系　　・　接着系）

（　　　　）

（　　　　）

KN/本

KN/本

径　（　　　）㎜

金属工事

(軽量鉄骨天井

《14.1.3》

下地を除く)

7
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Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
A 10title

敷地求積図

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事

①

②

④
⑤

⑥
⑦

⑧

⑨

⑩

⑫

⑬

⑭

⑰

⑱ ⑲

㉗

㉘

㉙

㉚

㉛

㉜

㉝

㉞
㉟

㊱

㊳ ㊴
㊵

10,
752

507
1,63

1

3,89
6

19,346

27,3
71

31,286
31,762

32,445 33
,1

91
33

,5
34

35
,6

43 52
,6
47

53,083

55
,5
72

68,
568

70,277

69,944

69,112

67,049

67,
569

69,
759

71,
740

64,
101

44
,5
77

34
,7
68

32
,3

95
32

,0
55

30
,3

50

29
,9

09

30,336

30,151

29,763

23,308
20,257

6,016

3,453
3,821

3,944

1,969

7,938

17,679

8,393

2,191
410

463

809

3,33
2

2,192

802

2,535

362

2,116

5,675

16,676

29,196

2,124
6,026

3,826

11,199

11,328 11,536

5,404

1,552

3,304
3,883

814

③

⑪

⑳

⑯

⑮

㉖

㊲

N

底辺(m) 倍面積(㎡)

208.00819219.346

106.637416

倍面積

敷地面積

10090.843430

5045.42   

13.877097

51.027466

109.674186

123.972345

130.905304

66.028446

930.746313

21.76403

575.491224

2051.807292

14.045568

24.392159

99.170316

51.091136

51.351495

25.440274

148.001504

420.367734

392.2106

1118.109124

143.516556

282.934134

121.758252

面積 5045.421715   

4.824832

高さ(m)

10.752

27.371 3.896

27.371 0.507

31.286 1.631

31.762 3.453

32.445 3.821

33.191 3.944

33.534 1.969

35.643 7.938

52.647 17.679

53.083 0.410

55.572 2.191

68.568 8.393

70.277 29.196

30.336 0.463

30.151 0.809

29.763 3.332

23.308 2.192

20.257 2.535

6.016 0.802

70.277 0.362

69.944 2.116

69.112 5.675

67.049 16.676

67.569 2.124

69.759 6.026

71.740

71.740

64.101

44.577

34.768

32.395

32.055

30.350

29.909

3.826

11.199

11.328

11.536

5.404

0.814

3.883

3.304

1.552

274.47724

803.41626

726.136128

514.240272

187.886272

26.36953

124.469565

100.2764

46.418768

番号

①

③

⑤

⑦

⑨

⑩

敷地面積求積表

②

④

⑥

⑧

⑪

⑬

⑮

⑰

⑲

⑳

⑫

⑭

⑯

⑱

㉗

㉙

㉖

㉘

㉚

㉑

㉒

㉓

㉔

㉕

㉛

㊱

㊳

㉟

㊲

㊴

㉜

㉝

㉞

㊵
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Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
A 11title

建物求積図

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事

1,
76

5
20

,1
05

20
5

2,
72

5

40,000

20
,3

10

14,250 2,
72

5

7,105

205205 4,000 4,000 4,000 6,000 4,000 6,000 4,000 4,000 4,000

2,
72

5

9,
90

0

12,000 16,000

11
,9

00

12,000

4,
00

0

8,000

4,
00

0

4,000

4,
00

0

8,000

4,
00

0

4,000

11
,9

00

20
,3

10

4,000205 4,0001,8801,915 2055,900 4,200 5,900 4,000 1,880 1,915
205

4,000
205

3,655

8,
36

0

2,
97

5

3,
39

0

7,
39

0

9,
39

0 6,
89

0

9,
39

0

7,
39

0 3,
39

0

2,
97

5

1,825

1,
93

0

20
,3

10

20
5

19
,9

00
20

5

40,000205 205

475

3,695

6,
15

0

1,
81

12,
89

5

997 1,528

8,635

5,
97

5

1,
00

0
15

,9
71

90

295

1,000 264 4,410

1,
00

0
1,

58
0

1,000295

3,
82

9
90

718
718

1,
49

5

1,0
00

425

4,200 2,
50

0

1,
00

0
3,

91
9

4,
95

0
4,

95
0

2,
00

0
4,

00
0

4,
00

0
20

5

1,264 1,29540,410

20
5

4,
95

0
4,

95
0

2,
00

0
4,

00
0

4,
00

0
20

5

4,000 4,000 4,000 6,000 4,000 6,000 4,000 4,000 4,000

5,
37

5
1,

00
0

4,
20

5

20
5

19
,9

00
20

5

27,760

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10

Y1

Y2

Y3
Y4

Y5

Y6

Y1

Y2

Y3
Y4

Y5

Y6

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10

①

②

③

④

⑤
⑥

⑦

⑧

66

51

52

55

56

57

58

59
60

61 65

64

6768

69

75

72

73
71

70

74

A B C D

62

E

H

J

L
KM

N

:162×1,995 :155.5×1,995

a :407×1,260

F :1,759.5×2,685

G :255×1,455

I

63

:550×9054

53 :3,900×5,375

20
5

20
5

4,
95

0
4,

95
0

1,
93

0

9,
90

0

10,000

230
1,343.5

1,825 6,831.5 113.5

10
,3

10

9,
90

0
20

5
20

5

3,
65

0
20

5

230 8,250

3,
85

5

10
,3

10
1,

72
5

1,600230 10,000

6,
25

0
3,

65
0

X3 X4 X5

Y1

Y2

Y3

Y1

Y2

Y3

X3 X4 X5

⑨
⑩

80

78

7976

81

77

1階建物求積図

2階建物求積図

計算式 面積(㎡)

   16.0004.00 × 4.00

8.00 × 4.00

12.00 × 11.90

4.200 × 2.500

16.00 × 9.90

12.00 × 11.90

8.00 × 4.00

4.00 × 4.00

10.00 × 9.90

1.60 × 6.25

32.000

 142.8000

   10.5000

   158.4000

142.8000

    32.0000

16.0000

    99.0000

   10.0000

1階 床面積(1～8)

1階床面積

2階 床面積(9～10)

2階床面積

延床面積

   550.5000

  550.50   

   109.00  

   659.50 

計算式 面積(㎡)

    4.163550.205 × 20.31

4.000 × 0.205 0.8200

1階容積対象床面積(51～74)

1階容積対象外床面積（75）ELV

392.3311250

 3.52225   

  6.1759750

0.205 × 4.205 0.862025

1.915 × 2.975 5.697125

1.88 × 3.39 6.3732

4.00 × 7.39 29.5600

5.90 × 9.39 55.4010

4.20 × 6.89 28.9380

5.90 × 9.39

4.00 × 7.39 29.5600

1.88 × 3.39 6.3732

1.915 × 2.975

0.205 × 4.205 0.862025

4.00 × 0.205 0.8200

0.205 × 20.31 4.16355

40.00 × 0.205 8.2000

7.105 × 7.725 19.361125

14.250 × 2.725 38.83125

3.655 × 8.36 30.5558

0.23 × 10.31 2.3713

1.3435 × 0.205 0.2754175

0.1135 × 4.855

3.52225

8.25 × 0.205

1.4004575

1.825 × 1.93

0.4375425

1.69125

6.8315 × 0.205

55.4010

5.697125

1階 容積対象床面積  392.33   

1階容積対象外床面積   3.52   

 6.17

 3.52225   

  3.52   

   109.0000  

3.695 × 6.15 22.72425

0.475 × 1.811 0.860225

8.635 × 2.895 24.998325

1.528 × 5.975 9.1298

0.997 × 5.975 × 1/2 2.9785375

3.522251.825 × 1.93

2階容積対象床面積(76～80)

2階容積対象外床面積（81）ELV

2階 容積対象床面積

2階容積対象外床面積

１階

２階

計

既存 増築
延床面積

   109.000   

（a）   

容積対象床面積 容積対象外床面積 延床面積
容積対象床面積

合計

（b）   （c）   （d）   （e）=（a）＋（d）   

9.697   

 392.331   

(b)+(c)

(b)

（e）-（c）   

 402.028   

1階

既存 増築

2階

1階

計

休憩所

食堂

直売所

事務所

1階

2階

1階 ① 

② 

③ 

④ 

計

   550.500   

   659.500   

   659.50   

     6.175   

   392.331   

   398.506   

   398.51    

     3.522   

     3.522   

     7.044   

     7.05        402.03  

   118.697   

   942.831   

  1061.528   

  1061.53    

   115.175   

   942.831   

  1058.006   

  1058.01    

計

① 

② 

     9.869        2.543       12.412   

     9.87        2.55       12.42   

    31.325        2.684       34.009   

    31.33        2.69       34.01   

   262.85      114.35      377.20   

   262.850      114.350     377.200  

   116.74       22.89      139.63   

   116.740       22.888     139.628  

   161.05      413.59   

   150.540

    37.106

    21.955

    42.945

   252.548

   252.55

   161.041  

   161.041     413.589  

    42.945  

    37.106   

   311.581   

    21.955  

    84.69        7.02

    77.675   

    77.675   

    77.68   

     6.348

     0.665

     7.013

    84.688   

    84.688   

計算式 面積(㎡)

    550.50（既存）１階床面積

 0.264 ×  3.919

 4.410 ×  0.900

 0.162 ×  1.995

27.760 ×  1.580

 0.1555×  1.995

 1.7595×  2.685

 0.295 × 15.971

   1.034616

   3.969000

   0.323190

43.860800

  0.3102225

  4.7242575

   4.711445

 0.718 × 1.4950    1.073410

（増築）１階床面積     392.33

 0.718 × 1.4950 × 1/2    0.536705

 0.425 × 0.425 × 3.14   0.5671625

 CAD測定   0.06

 0.255 ×  1.455

 3.900 ×  5.375

 0.550 ×  0.900

0.371025

 20.962500

   0.049500

 0.407 ×  1.260    0.512820

合　計(あ)+(う)+(A～M)-(N)-( a )

建築面積  1,021.30

 1,021.2989135

番号

1

3

5

7

9

10

【既存建物】延床面積求積表

2

4

6

8

番号

51

53

55

57

59

60

【増築建物】延床面積求積表

52

54

56

58

61

63

65

67

69

70

62

64

66

68

77

79

76

78

80

71

72

73

74

75

81

う

え

お

か

延床面積集計表

a棟

b棟

c棟

d棟

e棟

f棟

g棟

e棟

番号

B

D

F

建築面積求積表

A

C

E

G

H

J

I

K

M

L

N

a



scalearchitect project

－
A-1：1:100

Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
A 12title

1階室面積求積図

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事

2,
72

5
20

5

2,
93

0

4,000 4,000 4,000 6,000 4,000 6,000 4,000 4,000 4,000

3,860 4,000 4,000 4,000 6,000 4,000 6,000 4,000 4,000 4,000
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93

0
20

5
4,

95
0
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0
2,

00
0
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00

0
4,

00
0

2,
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0

11
,8

54

7,000 3,769

5,
35

1

8,436

5,
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1

5,110 8,398.5 2,886.5

2,
20

5

3,020

4,
11

0

6,410 7,105

2,
72

5

1,410

1,
00

0

3,000

3,
03

0
1,737.22,690

4,810

3,
59

0

2,160

1,
53

2
2,

46
3

6,
05

0

8,7182,842

6,748

2,886.5

6,
75

4
4,

00
0

1,720 2,135

4,
34

5
10

,4
35

.1

7,
39

0

1,
37

5
1,
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5

1,
36

5

3,0202,160 1,735

2,
72

5

2,160

3,
62

2
1,

74
8

2,650

4,810

4,
93

5.
5

1,257 2,398

3,655

3,100

3,1002,
49

5

8,540

2,
61

0

11,000 3,875

12
,1
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0
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95
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00

0
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00
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00
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20

5

⑳ 3,030×415
⑮ 8,750×415

㊵1,230×1,000

㊶1,420×1,000

2,650×1,052

　 225×2,197
　 1,342×1,957
　 225×2,197

　 1,342 × 240

1,677×1,161

1,677×1,184.5

973×2,345.5

㉕

⑭

㊺

②

③

⑲

㉙

㊹㊻

㊸

㉞

㉝
㊴

㊳
㉗

㉒

㉖

㉑
㉓

㊲

㊱

㉟ ㉛

①㉜

㉘

⑤

⑫

⑬

⑪

⑩

⑨
㉔

㊵㊶

㊼

54

57

58

59

60 Y6

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

X10X9X8X7X6X5X4X3X2X1

Y6

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

X10X9X8X7X6X5X4X3X2X1

㊷

51

53

55

56

㊿

56

54

55

51

⑱

⑰

㉚

④

⑥

⑦ ⑧⑯

PS

61

52

その他:331.53㎡

計

計

計

小　計

小　計

計

計

計

計

計

計

計

計

計

計

計

計

計

計

計

計

計

計

計

計

計

計

計

計

室名 計算式 面積(㎡)

室面積求積表

3.100 × 2.510風除室1     7.7810

  7.79

2.8865 × 2.205風除室2     6.3647

  6.37

きくがわ
おうらい

3.100 × 10.4351    32.3488

 42.90

きくがわ
新鮮館

11.000 × 7.390

7.000 × 12.1050

1.880 × 3.390

1.995 × 1.875

1.995 × 1.100

3.875 × 4.000

4.330 × 11.854

7.875 × 6.754

3.769 × 5.351

   81.2900

   84.7350

   6.3732

    3.7406

    2.1945

    15.5000

    51.3278

    53.1877

   20.1679

318.53

140.19

178.34

バックヤード

8.718 × 2.610

8.750 × 0.415

8.436 × 5.351    45.1410

  45.15

でんえん広場

8.540 × 2.495

2.122 × 2.610

    3.6312

   21.3073

   22.7539

    5.5384

3.020 × 2.495

3.030 × 0.415

   16.33708.540 × 1.913

テイクアウト

    7.5349

  8.91

    1.3695

観光案内事務所    12.4122

 12.42

ホール

1.735 × 6.050

3.020 × 4.110

2.135 × 1.510

2.122 × 1.332

    3.2238

    2.8265

  6.74

通　路

6.547 × 3.315

4.810 × 1.532

   21.7033

    7.36892

  69.26

   10.4967

1.720 × 1.375

3.000 × 1.365授乳室     4.0950

    2.3650

  6.46

思いやりﾄｲﾚ1 2.160 × 2.460     5.3136

  5.32

思いやりﾄｲﾚ2 2.160 × 2.460     5.3136

  5.32

WWC 1.410 × 1.365

2.690 × 3.030

1.733 × 1.655

4.810 × 3.590

 2.650 × 1.460

1.230 × 1.000

1.420 × 1.000

    8.1507

    2.8681

    1.9246

    3.869

    1.2300

   17.2679

    1.4200

 35.32

  1.42

収納

MWC 3.655 × 6.33

2.398 × 2.030

   23.1361

    4.8679

 28.01

1.342 × 0.240     0.3220

室名 計算式 面積(㎡)

更衣室1

  1.95

    1.94691.677 × 1.161

更衣室2 1.677 × 1.1845

厨房WC 2.650 × 1.052     2.7878

  2.79

屋外倉庫
・防災倉庫

7.105 × 2.725    19.3611

 19.37

0.225 × 2.197ELV     0.4943

    2.6262

  3.62

    0.4943

1.342 × 1.957

0.225 × 2.197

  1.99

    1.9864

2.122 × 0.323     0.6854

 77.41

5.110 × 6.550

室名 計算式 面積(㎡)

田園レストラン    55.0101

   17.4672

 72.48

8.3985 × 6.550

6.410 × 2.725

2.160 × 1.748

厨房    33.4705

    3.7756

 37.25

 2.650 × 4.9355    13.0790

荷捌き

 15.37

1.257 × 2.030     2.5517

  2.56

SK(MWC)

 0.973 × 2.3455     2.2821

冷蔵室 2.160 × 3.622

  7.83

    7.8235

2.8865 × 4.345    12.5418

   16.37456.748 × 1.982

6.748 × 3.5301    23.8211

番号

1

2

3

5

6

7

8

10

11

6

(1)

12

13

(2)

14

15

16

17

26

18

21

20

22

23

24

27

29

28

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

61

番号

54

55

56

57

58

59

60

25

番号

44

45

46

47

52

50

51

53

4

9

19

30
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Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
A 13title

2階室面積求積図

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事

1,
93

0
4,

95
0

4,
95

0

1,
93

0
4,

95
0

4,
95

0

10,000

10,000

5,045

8,
18

53,735

4,
10

0

5,235

3,
25

0 1,
50

0
1,

75
0

2,115

1,
77

0

1,825

1,
75

0
1,

50
0

2,
96

0
1,

00
0

3,
10

0

1,500

2,160

2,115 960 2,160 3,245

2,
12

5

⑧

①

③

②

④

⑤

⑦ ⑥

⑪⑩

⑨

⑫

X3 X4 X5

Y1

Y2

Y3

X3 X4 X5

Y1

Y2

Y3

計

計

計

計

計

計

計

計

室名 計算式 面積(㎡)

室面積求積表

5.045 × 8.185フリースペース

3.735 × 4.100

3.245 × 2.125

 63.51 

 21.86

  3.18

更衣室1

  3.71

更衣室2

洗濯・洗面室

  3.24

EV

  3.78

    6.8957

   15.3135

   41.2934

収納 1.500 × 3.100    4.650

  4.65

事務室兼休憩室

倉庫 1.500 × 1.000    1.500

  1.50

0.960 × 3.250

2.160 × 1.500

5.235 × 2.960

2.115 × 1.5000

2.115 × 1.750

2.160 × 1.750

1.825 × 1.770

　  3.2400

   15.4956

    3.1725

    3.7013

    3.7800

    3.2303

　  3.1200

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12
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Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
A 14title

敷地現況図

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事

2,395 2,395

4,790

4,855.9 4,855.8

9,711.7

13,974

-669

-693

-774

-802

-839

-

-887
-927

-985
-1005

-1043

-1229

-999

-1105

-903

-870

-821

-750

-737-675-644-644-623-628-670-658

△隣地境界線

△
隣
地
境
界
線

△
道

路
境

界
線

小日本ふるさと市

 田んぼ 

▽道路中心線

　国道491号線(法42条1項1号)

▽
道

路
中

心
線

駐車場
（民間）

駐車場 

駐車場 

 田んぼ 

屋外トイレ

▽
道

路
中

心
線

市
道

（
法

42
条

1項
道

路
）

 私道 

誘導ブロック【既存】

誘導ブロック【既存】

▽
隣

地
境

界
線

▽道路境界線

4,218.7
4,877.7

4,877.6

▽
道
路
境
界
線

205 40,000 205

X1 X10

3,
48

0
19

,9
00

Y6

Y1

19
,9

00

Y6

Y1

40,410

205 20540,000

Y1 X10

N

3,
00

0

5,
00

0

▽延焼のおそれのある範囲5m

▽延焼のおそれのある範囲3m

既存建物：道の駅きくがわ

延べ面積：659.50㎡
建築面積：628.7㎡

既存建物：特産品販売場(解体）

延べ面積：103.68㎡
建築面積：103.68㎡

既存建物：
観光案内事務所

凡例

解体範囲を示す
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Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
A 15title

配置図

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事

芝生ひろば

2,395 2,395

4,790

4,856 4,856

9,712

13,974

-669

-693

-774

-802

-839

-

-887
-927

-985
-1005

-1043

-1229

-999

-1105

-903

-870

-821

-750

-737-675-644-644-623-628-670-658

△隣地境界線

△
隣
地
境
界
線

△
道

路
境

界
線

小日本ふるさと市

 田んぼ 

▽道路中心線

　国道491号線(法42条1項1号)

▽
道

路
中

心
線

駐車場
（民間）

駐車場 

駐車場 

 田んぼ 

屋外トイレ

▽
道

路
中

心
線

市
道

（
法

42
条

1項
道

路
）

 私道 

誘導シート【新設】

誘導ブロック【既存】

誘導ブロック【既存】

▽
隣

地
境

界
線

▽道路境界線

4,219
4,878

4,878

▽
道
路
境
界
線

74.58 m2

16.63 m2

12.31 m2

205 40,000 205

X1 X10

3,
48

0
19

,9
00

Y6

Y1

19
,9

00

Y6

Y1

40,410

205 20540,000

Y1 X10

3,00
0

5,00
0

3,
00

0

5,
00

0

▽延焼のおそれのある範囲5m

▽延焼のおそれのある範囲3m

-50 -50 -50

-25-25

+10

+50

-145 -180

-268

-626 -626 -626

-35

-298-298
±0

-482

計画建物：喫煙スペース

延べ面積：11.50㎡
建築面積：11.50㎡
最高高さ：ーｍ
最高軒高：ーｍ
平均GL＝BM-252
1FL＝BM±0

N

凡例

増築範囲を示す

誘導シート【新設】
(既存誘導シートにつなぐ)

BMからの高低差を示す+50

計画建物：道の駅

延べ面積：1061.53㎡
建築面積：1003.40㎡
最高高さ：GL+12,607ｍ
最高軒高：GL+7,450ｍ
平均GL＝BM-250
1FL＝BM±0

（事務所・直売所・食堂・休憩所）
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Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
A 16title

外部仕上表【改修前】

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事

特記事項・共通事項

凡 例

scalearchitect project

不燃材料認定番号塗料記号

■屋根 ■外装 ■外構

用途 非歩行【本屋部分】

屋根仕上げ 木下地　石州引掛桟瓦t20　勾配＝4/10 入母屋部分:勾配=1/1【本棟】

防水層 アスファルトルーフィングt1.0

米松一等t15野地板

C-100×50×20×2.3＠600【存置】垂木

棟包み 熨斗瓦 最上部:棟7段積み 屋上立上部:棟3段積み 他:棟5段積み

軒樋 塩ビカラー75角 SUS製受金物

硬質ポリ塩化ビニル管φ75 SUS製ツカミ金物竪樋

破風板・鼻隠し

軒裏 石綿セメント板t6の上、複合塗材E吹付タイル(一部有孔板)

木松小節幕板t30

屋根仕上げ

用途 非歩行

カラー鉄板t0.4 ヨコ葺 勾配＝4/10

防水層 アスファルトルーフィングt1.0

コンクリートパネルt12野地板

45×45＠360垂木

棟包み カラー鉄板軒押えt0.6

軒樋

竪樋

ケラバ包み・唐草

幕板t21 H180

軒裏 KBt6 EPG塗装

外壁

水切

ALCt50 ヨコ張りの上、複合塗材E吹付タイル

鉄骨胴縁C-100×50×20×2.3@600 2C-100×50×20×2.3@1800

カラー鋼板水切 t0.4 曲げ加工

モルタル金ゴテ押え巾木

下地材

【特産品販売場】

【塔屋】

屋根仕上げ ガルバリウム鋼板タテハゼ葺t0.4　勾配＝1/20

耐火野地板t18野地板

防水層 アスファルトルーフィングt1.0

【塔屋】 外壁 ALCt125(コーナー部W300×D300 ALC50重ね貼)の上、複合塗材E吹付タイル

床面 コンクリート下地の上、モルタル金ゴテ押え＜犬走り＞

屋根仕上げ 既存コンクリート金ゴテ押えの上シート防水t2.0 勾配=1/30

用途 軽歩行【屋上部分】

立上り 床同材立上げ　アルミ金物押えL型 10×40 t1.2

縦引きRD シート防水用鋳鉄製 縦型φ100

米松小節60×60@120(ステンレス釘打)屋切格子

杉皮はぎ丸太φ400付棟木

木胴縁組45×45@455の上、米松小節板t25貼付桁･付母屋梁

通気防水シートt0.1防湿層

胴縁間：グラスウールt25 敷込み断熱材

床面 磁器質200角タイル＜ポーチ＞

米松小節板t25貼 下地:C-60×30×10×2.3@600付柱

【特産品販売場】 外壁 KBt8目透しの上EP

下地材 木胴縁組下地組21×45@303

ポリカーボネート折板t2 山高88天窓部

破風板・鼻隠し

ケラバ押えカラー鉄板t0.6

床面 コンクリート下地の上、モルタル金ゴテ押え目地切＜プロパン庫＞

壁

笠木

CBt120(7段積)モルタル金ゴテ押えt20吹付タイル

巾木 モルタル金ゴテ押さえ

防水モルタル金ゴテ押え t30 W=160

塩ビカラー75角 SUS製受金物

硬質ポリ塩化ビニル管φ75 SUS製ツカミ金物

水切 平のし2段カラーステンレス水切t1.5

水切 カラー鋼板水切 t0.6 曲げ加工

モルタル金ゴテ押え巾木

EP 合成エマルジョンペイント

【本棟】

＜広場＞ 床面 真砂土舗装

＜駐車場＞ 床面 アスファルト舗装

区画 トラフィックペイント白色

キュービクルフェンス メッシュフェンスH1900

縁石 コンクリート境界ブロック

バリカー ST製既製品

車留め コンクリート既製品

EV充電上屋 フレーム:アルミ製、屋根材:ポリカーボネート

歩道部床面 インターロッキングブロックt60

北側床面 芝張り

KB 繊維混入珪酸カルシウム板

EPG つや有合成エマルジョンペイント

・特記なき限り撤去とする

縁石 コンクリート境界ブロック120×120

ｸﾘｿﾀｲﾙ 5%-50%

ｸﾘｿﾀｲﾙ 0.1%-5%

ｸﾘｿﾀｲﾙ 0.1%-5%

シーリング:変成シリコーン系(MS-S)15×10建具周囲 ｸﾘｿﾀｲﾙ 0.1%-5%

ｸﾘｿﾀｲﾙ 0.1%-5%

シーリング:シリコーン系 5×5ガラスとめ

ss74104
テキストボックス
特記事項・共通事項

ss74104
テキストボックス
・特記なき限り撤去とする

ss74104
線

ss74104
線

ss74104
線

ss74104
線

ss74104
線

ss74104
線
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Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
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外部仕上表【改修後】

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事

特記事項・共通事項

凡 例

scalearchitect project

不燃材料認定番号塗料記号

＜外装仕上＞ ＜主要開口部＞

＜屋外キュービクル＞

屋根仕上げ カラーガルバリウム鋼板t0.5タテハゼ葺き　勾配＝4/10

用途 非歩行

軒樋 塩ビ 角型 幅150

硬質ポリ塩化ビニル管とい φ100竪樋

外壁

水切

アルミ既製品窯業系サイディングt16（通気金具留めt15） 一般窓

DP塗装鋼製建具

棟包み

コンクリートH150設備基礎

木目調窯業系既製品H210 t16破風板・鼻隠し

鉄骨横胴縁 @606胴縁

＜正面広場＞ 一般部床面 カラーコンクリート舗装　ほうき目引き

屋根同材

ガルバリウム鋼板 t0.4 曲げ加工

コンクリート打放しの上、モルタルt20金ゴテ押え巾木

防水層

ケラバ包み・唐草 屋根同材

【本屋部分】

屋根仕上げ カラーガルバリウム鋼板t0.4横葺き　勾配＝4/10

用途 非歩行

谷樋・箱樋 高耐候塩ビ系防水シート積層鋼屋根t1.55　下地：木毛セメント板t25

前面:アルミニウム合金押出形材既製品φ114･φ140（バンドレス支持金物@1200)竪樋

棟包み

木目調窯業系既製品H210 t16破風板・鼻隠し

屋根同材

押出法ポリスチレンフォーム保温板3種ｂ t100断熱材（垂木間）

防水層

ケラバ包み・唐草 屋根同材

【大屋根部分】(a棟)

木毛セメント板t25野地板

木毛セメント板t18野地板

杉45×105＠303程度（CLT板の上）垂木

桧t150養生塗装の上、下面塗装WPCLT板・軒裏

下部排水カバー（塩ビ埋設管に接続）

Exp.jカバー アルミ既製品

屋根仕上げ

超速硬化ウレタン複合防水

用途 歩行

横引きRD

仕上げ：アルミ既製品笠木パラペット天端

【増築部分】

St FB手摺リン酸亜鉛処理手摺

コンクリートスラブ下地

防水：ウレタン塗膜防水　1/10

耐候性向上特殊樹脂製 75φ（SUS製掴み金物)竪樋

デッキ材：人工再生木　束：アルミ既製品 カーテンウォール

ポーチ床面 磁器質タイル300×600

床面 芝張り

アスファルト舗装（車道部仕様）

歩道部床面 インターロッキングブロック　縁石：コンクリート境界ブロック

芝生広場周囲 メッシュフェンスH1500

バックヤード周囲フェンス

床面 コンクリート舗装　金ゴテ押え

目地：エラスタイトt20＠3000　硬質塩ビキャップ付き

メッシュフェンスH1500

開き戸：同材

＜西側犬走り＞

床面＜西側設備スペース＞

フェンス メッシュフェンスH1500

フェンス メッシュフェンスH1500

開き戸：同材

開き戸：同材

＜南側駐車場＞ 車道部床面

真砂土　周囲縁石：コンクリート境界ブロック植栽

高木　中木　低木：外構図による

トラフィックペイント白線・誘導

コンクリート既製品車留め

床面 磁器質タイル300角＜喫煙スペース＞

植栽 真砂土　周囲縁石：コンクリート境界ブロック

高木　中木　低木：外構図による

上屋 アルミ既製品カーポート

周囲目隠しフェンス メッシュフェンスH1500

＜芝生広場＞

歩道部床面 インターロッキングブロック　縁石：コンクリート境界ブロック

透湿防水シート

胴縁間：グラスウール32kg/㎥ t100 充填工法断熱材

軒裏(ピロティ軒天含む) 木目調パルプ繊維混入セメント板既製品t12

WP 木材保護塗料

アスベストを含む材料を一切使用しないこととする

特記なき限り【新設】とする

アルミ既製品

■屋根

■外装

■外構

屋根仕上げ 既存コンクリート金ゴテ押えの上、屋外用シート防水t2.5

用途 軽歩行【本屋職員テラス部分】

C-100×50×20×2.3＠600【既存】垂木

グラスウールt100（32kg/㎥)断熱材

立上り 屋根同材立上げ　アルミ金物押え

縦引きRD 縦引き用鋳鉄製樹脂系塗装既製品φ100

オーバーフロー SUS304製丸型メッシュ付きオーバーフロー管Φ50

スカイデッキ(c棟)

防水層

横引き用鋳鉄製樹脂系塗装既製品φ75

軒樋 硬質塩化ビニル樹脂既製品H139　SUS製吊金物

屋根仕上げ

用途 非歩行【増築部分】

竪樋

カラーガルバリウム鋼板 折板葺き H=85 勾配=3/100WC(b棟)・屋外倉庫(d棟)

ケラバ包み カラーガルバリウム鋼板t0.4

軒樋 塩ビ 角型(前高型) 幅120

VP φ75 (継手含む)

屋根仕上げ カラーガルバリウム鋼板 折板葺き 勾配=3/100各搬入口上屋 H=85 @200

本屋

防湿層

硬質木片セメント板t18下地材

改質アスファルトルーフィングt1.0　2枚重ね

アスファルトルーフィング940 t1.0

庇（スカイデッキ上部） アルミ押出形材既製品W12300 D2000

コンクリート舗装　金ゴテ押え

木目調窯業系既製品（繊維混入セメントケイ酸カルシウム押出成形板）NM-2098

外径Φ2600 補助支柱 Exp-J付 ウレタン樹脂塗装仕上げ屋外らせん階段

合成樹脂塗装塩化ビニル系樹脂フィルム張NM-4904-1

化粧梁 KBt8の上、塩化ビニル樹脂フィルム貼り

防鳥ネット 難燃性ポリエチレンネット 糸径φ0.8 目合い15mm

ポリカーボネイト製十字型止め具

KBt20の上、EP塗装鉄骨柱・梁露出部分

庇（1階ホール出入口上部） アルミ押出形材既製品W3000 D600

外壁出隅 L型出隅 ガルバリウム鋼板t0.5既製品

ポリウレタンエラストマー製視覚障碍者誘導用シート300×300×7(点状・線状とも)

歩道 一部レンガブロック 縁石:コンクリート境界ブロック＜東側駐車場＞

合成ゴム製視覚障害者誘導用シート300×300×2 (点状・線状とも)

屋根仕上げELV棟(e棟) カラーガルバリウム鋼板t0.5タテハゼ葺き　勾配＝4/10

木目調窯業系既製品H210 t16破風板・鼻隠し

防水層

ケラバ包み・唐草 屋根同材

木毛セメント板t25野地板

軒裏 木目調パルプ繊維混入セメント板既製品t12

C-100×50×20×2.3＠600垂木

グラスウールt100（32kg/㎥)断熱材

アスファルトルーフィング940 t1.0

北面厨房側(f棟)

南面バックヤード側(g棟)

メーカー品番

井上商事　アルミたてとい バンドレスタイプ同等品アルミニウム合金押出形材既製品φ114

山陽建工　スカイダー屋外階段AR型同等品屋外らせん階段

KB 繊維混入ケイ酸カルシウム板

庇（アルミ押出形材既製品） アルフィン　AD1（D600/D2000）

防鳥ネット フジナガ　BF3バードネット15同等品

屋根仕上げ

竪樋

回廊

破風板 木目調窯業系既製品H210 t16

集水器 ガルバリウム鋼板t0.5 曲げ加工

カラーガルバリウム鋼板t0.4 横葺き

ケラバ包み・唐草 カラーガルバリウム鋼板t0.4 曲げ加工

軒裏 木目調パルプ繊維混入セメント板既製品t12

アルミニウム合金押出形材既製品φ89（バンドレス支持金物@1200)

防水層 改質アスファルトルーフィングt1.0　2枚重ね

野地板 木毛セメント板t18

垂木 C-100×50×20×2.3

裏張り材：無機質ガラス繊維シート

雨押え・軒先水切 カラーガルバリウム鋼板t0.35

集水器 塩ビ 角型幅120用

ケラバ包み カラーガルバリウム鋼板t0.4

軒先 カラーガルバリウム鋼板t0.35

集水器 塩ビ 角型幅120用

竪樋

軒樋 塩ビ 角型(前高型) 幅120

VP φ75 (継手含む)

棟包み カラーガルバリウム鋼板t0.4 曲げ加工

箱樋接続箇所:アクリル系高耐候性樹脂管既製品φ89
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A-1：N/S A 18
内部仕上表(1)【改修前】

A-3：50%縮小

階 室　名 躯体高 床仕上高 天井高
床

下地 仕上

巾木

仕上 Ｈ 下地

壁

仕上 下地 仕上

天井
廻縁 備考

下地凡例

特記事項・共通事項

塗料記号 ボード番号・不燃材料認定番号

architect project scale

内装制限

メーカー品番

風除室 -501階 ±0 3060 C 木製巾木 180 LGS LGS

-

杉羽目板t12貼

農産物展示 ±0 ±0
  7500
～8900

C LGS木製巾木

ホール ±0 ±0 2900 C LGS木製巾木 180

通路 ±0 ±0 C LGS180

喫茶厨房 ±0 ±0 2500 C 180 LGS

農産物調理実習室 -30 ±0～-50 C
LGS

LGS

LGS

作品展示 ±0 ±0 2900 C 木製巾木 180
LGS(一部W)

LGS

試食室 ±0 LGS
LGS

男子便所･女子便所A -50 ±0～-30 C - - LGS LGS

便所D -50 ±0～-30 C

- -

LGS LGS

休憩室A ±0 ±0 C 塩ビ巾木 100
LGS

LGS

塩ビ製
実習コーナー･厨房 -30 ±0～-30 C 100

LGS
LGS

調理実習室 -30 ±0

180

C

CB

LGS

コンクリート下地

コンクリートブロック下地

軽量鉄骨下地

GB-R t9.5 せっこうボードt9.5

GB-R t12.5 せっこうボードt12.5

GB-D t9.5 化粧せっこうボードt9.5

KB 繊維混入ケイ酸カルシウム板

・特記なき限り【撤去】とする

ー

ー

ー

±0

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

木製
H185t25

2600

2840

2520

2840

2840

※共通事項 各室天井裏グラスウールt50【撤去】

180

2900 木製巾木

2900
C

木造
束立床組

80

木製巾木

モルタル
金ゴテ押えVP

100

柱:板貼･付柱t25

側溝:SUSグレーチング

アルミ製展示パネル:W2500 H1600

木製カウンター:t50 L3380 D400 H850

木製カウンター:t50 L1920 D500 H1000

2840 C 100
LGS

LGS

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

管理事務室 ±0 ±0 2840 C 100 LGSー

休憩室B 2840 Cー

男子便所･女子便所B
塩ビ製

2840 Cー

男子便所･女子便所B踏込部 ±0 2400 C LGSー

倉庫A･B ±0
塩ビ製

2400 C 100 LGSモルタル巾木ー

木製巾木

100 LGS木製巾木

- - LGS LGS

LGS
木製棚:H1800 t40 棚板2段

CB

モルタル
金ゴテ押えVP

モルタル
金ゴテ押えVP

柱:板貼･付梁:t25 丸柱:400φH3450 梁:250×500米松

CB

CB

CB

CB
CB

CB

CB

CB

CB

CB

CB

木製
H85t25

LGS
木製
H85t25 木製三方枠t25:W800 H550 D127

木製
H85t25

木製TV台:t100 L3770 D870 H2000 柱:板貼t25
柱:板貼t25木製

H85t25

木製巾木 木製上框:踏面100×120 前板25×140 受け材100×40 
柱:板貼t25 

木製
H85t25

- - -

-

柱:板貼t25

木製
H50t25

木製
H50t25

-

LGS(一部W)

LGS(一部W)

LGS(一部W)

LGS(一部W)

GB-S t9.5 シージングせっこうボードt9.5W 木下地

±0 ±0

±0

±0

-50 ±0～-30

特産品販売場 -100～-500 2400 -ー -
モルタル
金ゴテ押え W

木製
H30t30W　25　

～50　

-100～-300

VP

EP 合成エマルジョンペイント

塩化ビニルペイント

木製カウンター:t25 L3700 D500 H850

厨房カウンター:L3205 D705 H1200

アルミ製地図パネル:W2680 H1680 t1 

木製棚:H2300 t40 棚板4段

物置:W2500 D2500 H2500
スチール製物置:W1700 D800 H2200

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼 下地①:GB-R t12.5
　　　　　下地②:ﾓﾙﾀﾙ下地(便所B壁面)

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼 下地①:GB-R t12.5
　　　　　下地②:ﾓﾙﾀﾙ下地(便所B壁面)

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼 下地①:GB-R t12.5
　　　　　下地②:ﾓﾙﾀﾙ下地(便所D壁面)

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼 下地①:GB-S t12.5
　　　　　下地②:ﾓﾙﾀﾙ下地(便所A壁面)

磁器質100角ﾀｲﾙ貼 下地①:ﾓﾙﾀﾙ下地
　　　　　　　 　下地②:ﾗｽﾓﾙﾀﾙ下地(外壁面)

ｱｸﾘﾙ樹脂塗料塗 下地①:無石綿KBt8
下地②:GB-R t12.5の上、無石綿KBt8(外壁面)
下地③:ﾓﾙﾀﾙ下地(便所壁面)※一部ｽﾃﾝﾚｽt0.6貼
VP(腰壁部:磁器質100角ﾀｲﾙ貼 H1320)
下地①:ﾓﾙﾀﾙ下地 ※VP部分のみ金ｺﾞﾃ押え
下地②:ﾗｽﾓﾙﾀﾙ下地(外壁面)※VP部分のみ金ｺﾞﾃ押え　　　　　　　  　

ｱｸﾘﾙ樹脂塗料塗 下地①:無石綿KBt8
下地②:GB-R t12.5の上、無石綿KBt8(外壁面)
※一部ｽﾃﾝﾚｽt0.6貼
ｱｸﾘﾙ樹脂塗料塗 下地①:無石綿KBt8
下地②:GB-R t12.5の上、無石綿KBt8(外壁面)

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼 下地①:GB-R t12.5
　　　　　下地②:ﾓﾙﾀﾙ下地(便所A壁面)

磁器質100角ﾀｲﾙ貼 下地①:ﾓﾙﾀﾙ下地
　　　　　　　 　下地②:ﾗｽﾓﾙﾀﾙ下地(外壁面)

モルタル下地の上、磁器質100角タイル貼
　　　　　　　 　

VP 下地①:ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押え 下地②:無石綿KBt8
下地③:GB-R t12.5の上、無石綿KBt8(外壁面)
下地④:GB-R t12.5の上、無石綿KBt8(倉庫A南壁面)

GB-R t12.5の上、ビニルクロス貼

GB-R t12.5の上、ビニルクロス貼

GB-R t12.5の上、ビニルクロス貼

GB-R t12.5の上、ビニルクロス貼

無石綿KBt8目透しの上、EP

コンクリート金ゴテ押えの上
長尺塩ビシートt2.5

モルタル金ゴテ押えの上
エポキシ樹脂塗床防滑仕上

コンクリート金ゴテ押えの上
長尺塩ビシートt2.5

モルタル下地の上、磁器質100角タイル貼

モルタル下地の上、モザイクタイル50貼

コンクリート金ゴテ押えの上
長尺塩ビシートt2.5

コンクリート金ゴテ押えの上
長尺塩ビシートt2.5

コンクリート金ゴテ押えの上
長尺塩ビシートt2.5

小上がり部分:天然木複合床板t12.5
コンクリート金ゴテ押えの上
長尺塩ビシートt2.5

モルタル下地の上、磁器質200角タイル貼

コンクリート金ゴテ押えの上
長尺塩ビシートt2.5

コンクリート金ゴテ押えの上
長尺塩ビシートt2.5

モルタル下地の上、磁器質100角タイル貼

コンクリート金ゴテ押えの上
長尺塩ビシートt2.5

コンクリート金ゴテ押えの上
長尺塩ビシートt2.5

コンクリート金ゴテ押えの上
防塵塗料塗(防滑仕上)

モルタル金ゴテ押えの上
エポキシ樹脂塗床防滑仕上

モルタル金ゴテ押えの上
エポキシ樹脂塗床防滑仕上

真砂土系舗装t100
通路部:インターロッキング舗装t60

銘木合板突板t5 木製格天井45×45

GB-R t9.5の上、ビニルクロス貼

GB-R t9.5の上、ビニルクロス貼

無石綿KBt6目透しの上、EP

GB-Dt9.5

木格子:150×85@2000

木製付梁150×45
付棟木　杉皮はぎ丸太φ150

GB-R t9.5の上
化粧石綿吸音板t12.5

無石綿KBt6の上、EP

無石綿KBt6目透しの上、EP

無石綿KBt6の上、EP

硬質発砲ウレタンt7.8の上、
塩ビ製バスパネルt1.2

GB-R t9.5ビニルクロス貼

GB-Dt9.5

GB-Dt9.5

GB-Dt9.5

無石綿KBt6目透しの上、EP

GB-Dt9.5

GB-Dt9.5

無石綿KBt6の上、EP

マーブライトカウンター:t120 L850 D550 H700

柱:板貼t25

化粧柱:杉丸太φ400

ｸﾘｿﾀｲﾙ 5%-50%

ｸﾘｿﾀｲﾙ 5%-50%

硬質発砲ウレタンt7.8の上、
塩ビ製バスパネルt1.2

※共通事項 柱:板貼･付柱t25 下地:LGSt25胴縁横使い

排水ピットH200:モルタル仕上t20

側溝:SUSグレーチング
排水ピットH200:モルタル仕上t20

木格子H410:60×20@80



Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
title

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事
－

A-1：N/S A 19
内部仕上表(2)【改修前】

A-3：50%縮小

階 室　名 躯体高 床仕上高 天井高
床

下地 仕上

巾木

仕上 Ｈ 下地

壁

仕上 下地 仕上

天井
廻縁 備考

下地凡例

特記事項・共通事項

塗料記号 ボード番号・不燃材料認定番号

architect project scale

内装制限

メーカー品番

階段 -302階 ±0 3100
C

LGS
100

LGS

塩ビ製
既製品準備室 -30 ±0 3040 C

ホール -30 ±0 3100 C LGS木製巾木
130

研修室
ラワン合板t15下地の上、タタミ敷込t55

-30 +430
  2400
～2700 LGSゾウキンスリ -

塩ビ製
手洗い･便所C -30 +20 2400 C 300 LGS LGS

シート防水ラスモルタルt50の上
陶器質100角タイル

ー

ー

ー

避難はしご

板貼
モルタル下地の上、長尺塩ビシートt2.5

100
塩ビ巾木

LGS

モルタル下地の上、長尺塩ビシートt2.5 180

無石綿KBt6の上、EP

木製物入棚:W900 H700 D500

ササラ巾木
GB-R t9.5の上、ビニルクロス貼
竿縁:40×40@800

木製巾木
30SPL

長尺塩ビシートt2.5
下地①モルタル下地(踊場)
下地②ラスモルタル下地(踏面)

ー

ー

木製
H85t25

木造
束立床組

GB-Dt9.5

GB-Dt9.5 木製
H85t25 木製欄間:H600 W2770 鴨居60×105 敷居85×120 

格子30×30@60 方立 105角 内法柱 45×105

付梁t25:85×85

木製
H85t25

床同材

LGS(一部W)

LGS(一部W)

LGS(一部W)

C

CB

LGS

コンクリート下地

コンクリートブロック下地

軽量鉄骨下地

GB-R t9.5 せっこうボードt9.5

GB-R t12.5 せっこうボードt12.5

GB-D t9.5 化粧せっこうボードt9.5

KB 繊維混入ケイ酸カルシウム板

・特記なき限り【撤去】とする

GB-S t9.5 シージングせっこうボードt9.5W 木下地

EP 合成エマルジョンペイント

塩ビ製バスパネルt9

木製下足入:W900 H1200 D400 t30×2

無石綿KBt8の上、ｱｸﾘﾙ樹脂塗料塗
※一部ｽﾃﾝﾚｽt0.6貼

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼(腰壁部:陶器質100角ﾀｲﾙ貼 H1200)
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ部:下地①:GB-S t12.5
ﾀｲﾙ部:下地①:ﾗｽｶｯﾄﾎﾞｰﾄﾞt7.5+ﾓﾙﾀﾙ下地

GB-R t12.5の上、ビニルクロス貼

GB-R t12.5の上、ビニルクロス貼

GB-R t12.5の上、ビニルクロス貼

マーブライトカウンター:t150 L820 D400 H700
(陶器のみ機械設備で撤去)

付梁:t25　木製手摺:H900　ﾄｯﾌﾟﾚｰﾙ:ﾀﾓ修正材φ60
親柱:100×100　支柱:100×100　手摺子:40×40
壁付金物:@900　段鼻:SUSﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ金物t3.0



Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
title

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事
－

A-1：N/S A 20
内部仕上表(1)【改修後】

A-3：50%縮小

階 室　名 躯体高 床仕上高 天井高
床

下地 仕上

巾木

仕上 Ｈ 下地

壁

仕上 下地 仕上

天井
廻縁 備考

下地凡例

特記事項・共通事項

塗料記号 ボード番号・不燃材料認定番号

architect project scale

内装制限

メーカー品番

風除室1・2
コンクリート木ゴテ押えの上
磁器質タイル300×600-301階 ±0

2400
C

ソフト巾木
(風除室2)

ー LGS
GB-R t9.5の上
細木繊維化粧板張りt14

塩ビ製
既製品

きくがわおうらい
コンクリート木ゴテ押えの上
磁器質タイル300×600-30 ±0 勾配天井 C

CLT(増築)
LGS(既存)ー ー ー ー

きくがわ新鮮館
コンクリート金ゴテ押えの上
木目調塩ビタイルt2.5+2.5 勾配天井 C

CLT(増築)
LGS(既存)ソフト巾木 60 LGS

GB-R t9.5+12.5の上、細木繊維化粧板t14
一部:GB-R t9.5+12.5の上、不燃ビニルクロス

でんえん広場
コンクリート金ゴテ押え
目地：エラスタイトw20 @3000
　　　硬質塩ビキャップ付き

±0 ±0 勾配天井 C
CLT(増築)
LGS(既存)ソフト巾木 60 LGS

通路
コンクリート金ゴテ押えの上
木目調塩ビタイルt2.53000 C

GB-F t12.5の上、
木目調ビニルクロス(準不燃以上)
(天井裏にグラスウール24㎏/㎥ t50敷設)

ソフト巾木 60 LGS

ホール
コンクリート金ゴテ押えの上
木目調塩ビタイルt2.5C ソフト巾木 60 LGS

LGS

LGS

バックヤード
コンクリート金ゴテ押えの上
長尺塩ビシートt2.0+2.0 3000 C ソフト巾木 60 LGS

GB-R t9.5+12.5素地 塩ビ製
既製品LGS

GB-R t12.5素地
(天井裏にグラスウール32㎏/㎥ t100敷設)

テイクアウト C CLT
GB-R t12.5の上、化粧KBt6.0 目地シール
(天井裏にグラスウール32㎏/㎥ t100敷設)LGS

GB-S t9.5+12.5の上
ポリエステル化粧KBt6.0 目地シール

観光案内事務所 C ソフト巾木 60 LGS LGS
GB-R t9.5+12.5の上
不燃ビニルクロス

GB-F t12.5の上
不燃ビニルクロス
(天井裏にグラスウール24㎏/㎥ t50敷設)

授乳室 C ソフト巾木 60 LGS LGS
GB-R t9.5+12.5の上
ビニルクロス(難燃以上)

GB-R t12.5の上
ビニルクロス(難燃以上)
(天井裏にグラスウール32㎏/㎥ t100敷設)

思いやりトイレ1・2 C ソフト巾木 60 LGS LGS
GB-S t9.5+12.5の上
ポリエステル化粧KBt6.0 目地シール
遮音：グラスウール32kg/㎥ t100

MWC C ソフト巾木 60 LGS LGS
コンクリート金ゴテ押えの上
長尺塩ビシートt2.0
小便器前汚垂石(壁側に水勾配）

GB-S t9.5+12.5の上
ポリエステル化粧KBt6.0 目地シール
遮音：グラスウール32kg/㎥ t100

GB-R t12.5の上、岩綿吸音板t9
遮音：グラスウール32kg/㎥ t100

田園レストラン
コンクリート金ゴテ押えの上
塩ビタイルt2.5

2600
一部3100

C ソフト巾木 60 LGS LGS

厨房
コンクリート金ゴテ押えの上
防滑性ビニル床シート(厨房用)t2.0C

GB-F t12.5+化粧KB t6.0 目地シール
(天井裏にグラスウール24㎏/㎥ t50を敷設)

床同材立上げ
SUS巻上見切

300 LGS
塩ビ製
既製品LGS

コンクリート金ゴテ押えの上
防滑塩ビシートt2.0 床同材立上げ 300

GB-R t12.5の上、塗装EP
(天井裏にグラスウール32㎏/㎥ t100敷設)

コンクリート金ゴテ押えの上
長尺塩ビシートt2.0

コンクリート金ゴテ押えの上
長尺塩ビシートt2.0

コンクリート金ゴテ押えの上
長尺塩ビシートt2.0

GB-S t9.5+12.5の上
化粧KBt6.0 目地シール

荷捌き
コンクリート金ゴテ押えの上
防滑塩ビシートt2.02550 C

GB-R t12.5の上、量産ビニルクロス
(天井裏にグラスウール32㎏/㎥ t100敷設)LGS

塩ビ製
既製品LGS

冷蔵室 2550 C LGS LGS

テイクアウト受け渡しカウンター
シンク・手洗い【機械設備工事】

塩ビ製
既製品更衣室1・2 C ソフト巾木 60 LGS LGS

GB-R t9.5+12.5の上
ビニルクロス

GB-F t12.5の上、量産ビニルクロス
(天井裏にグラスウール24㎏/㎥ t50敷設)

コンクリート金ゴテ押えの上
長尺塩ビシートt2.0

塩ビ製
既製品厨房WC C ソフト巾木 60 LGS LGS

GB-S t9.5+12.5の上
ビニルクロス
遮音：グラスウール32kg/㎥ t100

GB-F t12.5の上、量産ビニルクロス
(天井裏にグラスウール24㎏/㎥ t50敷設)

コンクリート金ゴテ押えの上
長尺塩ビシートt2.0

屋外倉庫・防災倉庫
コンクリート金ゴテ押え

±0 C コンクリート打放し LGS LGSー

観光案内カウンター、棚、排水桝450角(化粧蓋)
合成ゴム製視覚障害者誘導用シート300×300×2
(点状・線状とも)、シンク【機械設備工事】

ELV
コンクリート金ゴテ押え

ー C ー ーーー ー ー ー ー ー
ELV設備一式

PS・EPS
コンクリート金ゴテ押え

ー C ー ーー ー ー ー ー

C

LGS

CLT

コンクリート下地

軽量鉄骨下地

直行集成版下地

EP 合成エマルジョンペイント GB-R t9.5 せっこうボードt9.5　QM-9828

GB-R t12.5 せっこうボードt12.5　NM-8619

GB-S t9.5 シージングせっこうボードt9.5　QM-9828

GB-S t12.5 シージングせっこうボードt12.5　NM-9639

KB 繊維混入ケイ酸カルシウム板　NM-8578

・アスベストを含む材料を一切使用しないこととする

・各種内装材・接着剤・天井裏等：特記なき限りF☆☆☆☆以上の品質のものとする

・特記なき限り新設とする

不燃
(告示1436号
第4ﾍ(2))

準不燃
(避難経路)

ー

準不燃
(火気使用室)

準不燃
(避難経路)

準不燃
(避難経路)

準不燃
(避難経路)

準不燃
(火気使用室)

難燃
(居室)

難燃
(居室)

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

準不燃
(避難経路)

準不燃
(避難経路)

準不燃
(避難経路)

2550
塩ビ製
既製品

塩ビ製
既製品
(底目)

GB-R t12.5の上、岩綿吸音板t9
遮音：グラスウール32kg/㎥ t100

・直上に床がある場合、天井は強化石膏ボードt12.5とし天井裏にグラスウール24ｋ t50

　を敷設する(告示1358号第三第三号ロ(3))。また、直上に屋根がある場合、天井は

　石膏ボードt12.5とし天井裏にグラスウール32k t100(告示1358号第五第一号ハ(2)(ⅲ))

GB-D t12.5 せっこうボードt12.5　NM-0128

　を敷設する

GB-R t9.5+12.5の上
ビニルクロス(難燃以上)

GB-F t12.5の上
木目調ビニルクロス(難燃以上)
(天井裏にグラスウール24㎏/㎥ t50敷設)

ソフト巾木 60
GB-R t9.5+12.5の上
塗装EP-G

±0 2500

2550

2550

2550

2550

2400
一部2100

2550

2550

2550

ピクチャーレール
棚(ELV横)
格子

塩ビ製
既製品

コンクリート金ゴテ押えの上
防滑塩ビシートt2.0 ソフト巾木 60

GB-R t9.5+12.5の上
塗装EP-G

GB-F t12.5の上、量産ビニルクロス
(天井裏にグラスウール24㎏/㎥ t50敷設)

GB-R t12.5の上、塗装EP-G
(天井裏にグラスウール32㎏/㎥ t100敷設)

塩ビ製
既製品

GB-R t9.5+12.5の上
塗装EP-G
下端アルミ見切縁

WWC C ソフト巾木 60 LGS LGS
コンクリート金ゴテ押えの上
長尺塩ビシートt2.0

GB-S t9.5+12.5の上
ポリエステル化粧KBt6.0 目地シール
遮音：グラスウール32kg/㎥ t100

ー
GB-R t12.5の上、岩綿吸音板t9
遮音：グラスウール32kg/㎥ t1002550

塩ビ製
既製品SK・収納 C ソフト巾木 60 LGS LGS

コンクリート金ゴテ押えの上
長尺塩ビシートt2.0

GB-S t9.5+12.5の上、化粧KBt6.0 目地シール
ー

GB-R t12.5の上、塗装EP-G
(天井裏にグラスウール32㎏/㎥ t100敷設)

2550(収納)
2100(SK)

2200(風除室2)

GB-R t9.5+12.5の上
不燃ビニルクロス(風除室2）

合成ゴム製視覚障害者誘導用シート300×300×2
(点状・線状とも)
既製品防護柵

調乳用温水器【機械設備工事】

受け渡しカウンター
返却棚
格子

・サインについては詳細図（A-122～128）による

細目繊維化粧板 木毛セメント板　QM-9020

合成ゴム製視覚障害者誘導用シート300×300×2
(点状・線状とも)

テイクアウト受け渡しカウンター

棚

ライニングH1200

化粧台
ライニングH1200

ロッカー【別途工事】

ライニングH1200(SK)

・CLT用準不燃塗料は工場塗装とする。

・鉄骨現し部は、KBt20の上EP塗装とする。

・化粧梁:KBt8の上、合成樹脂塗装塩化ビニル系樹脂フィルム貼り

GB-R t9.5+12.5の上
不燃ビニルクロス

GB-R t9.5+12.5の上
不燃ビニルクロス

EP-G つや有合成エマルジョンペイント

岩綿吸音板 NM-8599

防滑性塩ビ床シート(厨房用) 東リ NSアクアトレッドHR 同等品

岩綿吸音板 チヨダウーテ チヨダセラボード 同等品

塩ビ製
既製品(底目)
(風除室2)

塩ビ製
既製品
(底目)

塩ビ製
既製品
(底目)

塩ビ製
既製品
(底目)
塩ビ製
既製品
(底目)
塩ビ製
既製品
(底目)
塩ビ製
既製品
(底目)
塩ビ製
既製品
(底目)
塩ビ製
既製品
(底目)

±0

±0

GB-F t12.5 せっこうボードt12.5　NM-8615

量産ビニルクロス

ビニルクロス(木目調含む)

サンゲツ　SP程度

サンゲツ　FINE程度

GB-R t9.5+12.5の上、不燃ビニルクロス

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

+2.5

+2.5

+2.5

±0±0

+2.0

+2.0

+2.0

+2.0

+2.0

+2.0

+2.0

+2.0

+2.0

+2.0

+2.0

+2.0

不燃ビニルクロス サンゲツ　FACE程度

60
(同左)

増築部:CLT現しの上、CLT用準不燃塗料塗
既存部:GB-F t12.5の上、木目調ビニルクロス(準不燃以上)
　　　 (天井裏にグラスウール32㎏/㎥ t100敷設)

増築部:CLT現しの上、CLT用準不燃塗料塗
既存部:GB-R t12.5の上、木目調ビニルクロス(準不燃以上)
　　　 (天井裏にグラスウール24㎏/㎥ t50敷設)

増築部:CLT現しの上、CLT用準不燃塗料塗
既存部:GB-R t12.5の上、木目調ビニルクロス(準不燃以上)
　　　 (天井裏にグラスウール24㎏/㎥ t50敷設)

　丸鋼φ220のみ、耐火塗料塗り(厚さは耐火リストによる)

GB-R t9.5+12.5の上、細木繊維化粧板t14
一部:GB-R t9.5+12.5の上、不燃ビニルクロス



Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
title

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事
－

A-1：N/S A 21
内部仕上表(2)【改修後】

A-3：50%縮小

階 室　名 躯体高 床仕上高 天井高
床

下地 仕上

巾木

仕上 Ｈ 下地

壁

仕上 下地 仕上

天井
廻縁 備考

下地凡例

特記事項・共通事項

塗料記号 ボード番号・不燃材料認定番号

architect project scale

内装制限

メーカー品番

フリースペース -302階 ＋2.5
2500

勾配天井 C LGS
塩ビ製
既製品
(底目)

コンクリート【既存】の上
セルフレベリングt30+
木目調塩ビタイルt2.5

ソフト巾木 60 LGS
GB-R t9.5+12.5の上、細木繊維化粧板t14
一部:GB-R t9.5+12.5の上、不燃ビニルクロス

GB-R t12.5の上、岩綿吸音板t9
勾配天井：GB-R t12.5の上、
木目調不燃ビニルクロス

塩ビ製
既製品事務室兼休憩室 -30 2600 C ソフト巾木 60 LGS LGS

GB-R t9.5+12.5の上
ビニルクロス(難燃以上)

ミニキッチンL1200【機械設備工事】

倉庫 -30 2600 C LGS
塩ビ製
既製品LGS

GB-R t9.5+12.5素地
ソフト巾木 60

収納 -30 +2.0 3000 C LGS
塩ビ製
既製品LGS

GB-R t9.5+12.5素地
ソフト巾木 60

塩ビ製
既製品洗濯・洗面 -30 2600 C ソフト巾木 60 LGS LGS

GB-S t9.5+12.5の上
ビニルクロス

塩ビ製
既製品更衣室1・2 -30 2600 C ソフト巾木 60 LGS LGS

GB-S t9.5+12.5の上
ビニルクロス貼り

ー

準不燃
(避難経路)

ー

ー

ー

難燃
(居室)

C

LGS

CLT

コンクリート下地

軽量鉄骨下地

直行集成版下地

EP 合成エマルジョンペイント GB-R t9.5 せっこうボードt9.5　QM-9828

GB-R t12.5 せっこうボードt12.5　NM-8619

GB-S t9.5 シージングせっこうボードt9.5　QM-9828

GB-S t12.5 シージングせっこうボードt12.5　NM-9639

KB 繊維混入ケイ酸カルシウム板　NM-8578

・アスベストを含む材料を一切使用しないこととする

・各種内装材・接着剤・天井裏等：特記なき限りF☆☆☆☆以上の品質のものとする

・特記なき限り【新設】とする

・直上に床がある場合、天井は強化石膏ボードt12.5とし天井裏にグラスウール24ｋ t50

　を敷設する(告示1358号第三第三号ロ(3))。また、直上に屋根がある場合、天井は

　石膏ボードt12.5とし天井裏にグラスウール32k t100(告示1358号第五第一号ハ(2)(ⅲ))

　を敷設する

St FB手摺リン酸亜鉛処理、ピクチャーレール

・CLT用準不燃塗料は工場塗装とする。

・化粧梁:KBt15の上、合成樹脂塗装塩化ビニル系樹脂フィルム張

洗面化粧台【機械設備工事】

GB-D t12.5
(天井裏にグラスウール32㎏/㎥ t100を敷設)

GB-D t12.5
(天井裏にグラスウール32㎏/㎥ t100を敷設)

GB-D t12.5
(天井裏にグラスウール32㎏/㎥ t100を敷設)

GB-D t12.5
(天井裏にグラスウール32㎏/㎥ t100を敷設)

GB-D t12.5
(天井裏にグラスウール32㎏/㎥ t100を敷設)

コンクリート【既存】の上
セルフレベリングt30+
長尺塩ビシートt2.0
コンクリート【既存】の上
セルフレベリングt30+
長尺塩ビシートt2.0
コンクリート【既存】の上
セルフレベリングt30+
長尺塩ビシートt2.0
コンクリート【既存】の上
セルフレベリングt30+
長尺塩ビシートt2.0
コンクリート【既存】の上
セルフレベリングt30+
長尺塩ビシートt2.0

+2.0

+2.0

+2.0

+2.0

EP-G つや有合成エマルジョンペイント

岩綿吸音板 NM-8599

細目繊維化粧板 木毛セメント板　QM-9020

防滑性塩ビ床シート(厨房用) 東リ NSアクアトレッドHR 同等品

岩綿吸音板 チヨダウーテ チヨダセラボード 同等品

GB-D t12.5 せっこうボードt12.5　NM-0128

GB-F t12.5 せっこうボードt12.5　NM-8615

量産ビニルクロス

ビニルクロス(木目調含む)

サンゲツ　SP程度

サンゲツ　FINE程度

不燃ビニルクロス サンゲツ　FACE程度

・鉄骨現し部は、KBt20の上EP塗装とする。

　丸鋼φ220のみ、耐火塗料塗り(厚さは耐火リストによる)



Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
title

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事
－

A-1：N/S A 22
耐火リスト(1)

A-3：50%縮小

architect project scale

耐火リスト

種別

（非損傷性）
（令107-1）

（遮熱性）
（令107-2）

（遮炎性）
（令107-3）

最上階から数えた
階数の範囲

最上階・最上階から2～4の階

【耐火構造】

最上階から5～9の階

今回工事における
該当階

間仕切壁 外壁

壁 耐火被覆材料

1h

1.5h

耐
力
壁

非
耐
力
壁

耐
力
壁

非
耐
力
壁

延
焼
部
分

非
耐
力
壁

延
焼
外
部
分

2h ー

1h

1.5h

2h

1h

1.5h

2h

柱 床
は
り

階
段

ー ー

1h

1.5h

2h

1h

1.5h

2h 30ｍ

1h

ー 1h

30m ー

ー

1h

ー ー ー

ー ーー

種別 【準耐火構造】イ準耐-1　　イ準耐-2

30ｍ

30m 30m

（遮熱性）
（令107の2-2）

（遮炎性）
（令107の2-3）

（非損傷性）
（令107の2-1）

2h 2h 2.5h 2.5h2h

最上階から20以上の階 2h 2h 3h 3h2h

最上階から10～14の階

最上階から15～19の階

ー
1h

45m
ー

1h

45m
ー

1h

45m

1h

45m

1h

45m
30m 30m

延
焼
部
分

屋根

軒裏

ー ー

ー

30m
1h

45m

1h

45m
30m

ー

ー

1h

45m

ー

ー

ー 30m

ー
1h

45m
30m ー

ーーー

種別 【準耐火構造】ロ-1準耐

屋根

延
焼
部
分

延
焼
外
部
分

耐
火
構
造

不
燃
材
料
で
造
る
か
ま
た
は
ふ
く

さ
ら
に
準
耐
火
構
造
と
す
る

不
燃
材
料
で
造
る
か
ま
た
は
ふ
く

種別 【準耐火構造】ロ-2準耐

準
不
燃
材
料
で
造
る

※
構
造
・
防
火
上
重
要
な
も
の

準
不
燃
材
料
で
造
る

さ
ら
に
防
火
構
造
と
す
る

延焼部分 延焼外部分

準
不
燃
材
料
で
造
る

不
燃
材
料
で
造
る

不
燃
材
料
で
造
る

延
焼
外
部
分

準
不
燃
材
料
で
造
る

　
階
以
上
の
床
は
さ
ら
に
準
耐
火
構
造
と
す
る

3

準
不
燃
材
料
で
造
る

不
燃
材
料
で
ふ
き

そ
の
他
の
部
分

＜
野
地
板
・
た
る
き
等

＞
は

準
不
燃
材
料
で
造
る

※イ準耐-1　①主要構造部：1時間準耐火構造　②延焼のおそれのある部分の開口部：防火設備（法2条の二号ロ）

※イ準耐-2　①主要構造部：45分準耐火構造　②延焼のおそれのある部分の開口部：防火設備（法2条の二号ロ）③層間変形角：1/150

50
50

10
0

12
.5

9.
5

67
30

18
16

.5
15

外壁:窯業系サイディングt16
通気金具留めt15

胴縁：C-100×50×20×2.3
　　  ＠606以下

GB-R t12.5
GB-R t9.5LGS65形＠455

断熱材:グラスウール32kg/㎥ t100

丸鋼Φ220：耐火塗料塗厚0.87㎜

GB-R t12.5
GB-R t9.5

GB-R t12.5
GB-R t9.5

硬質木毛セメント板t18(1H準耐仕様）

H-125×125×6.5×9：耐火塗料塗厚2.25㎜

H-100×100×6×8：耐火塗料塗厚1.75㎜

屋外

屋内
※上階スラブ下まで立ち上げる

露出部分

45準耐火
告示仕様

被覆部分（ELV部分）

被覆部分（ELV部分）

500500

18
105

150

120
30

50
70

40
60

20

60

12.5

25
100

※

80

80
10

0

500燃え代部分

カラーガルバリウム鋼板t0.4 横葺き
改質アスファルトルーフィングt1.0

2枚重ね

【既存】デッキプレートt1.2（V-50）の上
コンクリートt70（山上から）

天井：GB-F t12.5

H-150×100×3.2×6以上

高耐熱性無機繊維
フェルトt20

補助ピン

固定ピン

ケイ酸カルシウム板t20

ケイ酸カルシウム板t8

□-150×150×9以上:t20

高耐熱性無機繊維
フェルトt20

固定ピン 高耐熱性無機繊維
フェルトt20

オーバーラップさせる取付金物

GB-R t12.5

カラーガルバリウム鋼板t0.5
タテハゼ葺き

垂木：C-50×100×2.3×20

グラスウールt100

上弦材 カラーガルバリウム鋼板t0.8折版 H80
中間材：ポリ入りグラスウール10kg/㎥ t100

上弦材 ガルバリウム鋼板(生地)t0.8折版 H80

@500吊子(M8ナット・緊定座金)

断熱金具

タイトフレーム

コンクリート

グラスウールt100

GB-R t12.5

グラスウールt100

H-100×100×6×8：耐火塗料塗厚1.75㎜

木毛セメント板t18
アスファルトルーフィング940 t1.0

木毛セメント板t18

EP塗装

塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂ﾌｨﾙﾑ貼り

屋内

屋外

CLT

垂
木

45×
105

ス
ギ

屋根一般部（大屋根部）
【不燃材料】

大屋根（CLT)部分

▽2FL

一般部分(見え隠れ部) 一般部分(見え掛かり部)

屋外

屋内

被覆部分

屋内

屋外

屋根一般部（既存部）
【不燃材料】

屋内

屋外

増築WC・屋外倉庫屋根部分 スカイテラス屋根部分

被覆部分（ELV部分）

【既存】デッキプレートt1.2（V-50）の上
コンクリートt70（山上から）

□-150×150×9以上:t20

高耐熱性無機繊維
フェルトt20

固定ピン

屋外

屋内

被覆部分

50
70

【既存】デッキプレートt1.2（V-50）の上
コンクリートt70（山上から）

天井：GB-F t12.5

▽2FL

200200

@600 @600

200 200 200

600

85

カラーガルバリウム鋼板t0.8
折板 H85

裏張り材:無機質ガラス繊維シート
(FP030RF-1911-2(2)のみ)

タイトフレーム

増築WC・屋外倉庫屋根部分

詳細図

仕様

認定番号

間仕切壁部位

45分準耐火構造

外壁（全体）

詳細図

仕様

認定番号

部位 柱

1時間耐火構造

FP060CN-9472

1時間耐火構造

FP060CN-9472

45分準耐火構造

建設省告示1358号

詳細図

仕様

認定番号

部位

詳細図

仕様

認定番号

部位

30分準耐火構造

建設省告示1358号

屋根

FP060BM-0582 FP060BM-0159-1

1時間耐火構造 1時間耐火構造45分準耐火構造

建設省告示1358号 FP060BM-0047-1

はり

建設省告示1358号

床

30分準耐火構造

建設省告示1358号

30分準耐火構造

建設省告示1358号

30分準耐火構造

FP030RF-1911-2(1)/FP030-RF-1911-2(2)

1時間耐火構造

FP060CN-0406-2

1時間耐火構造

FP060CN-9472
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Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
A 23title

耐火リスト(2)

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事

5050

12.5
9.5

102
9.5

12.5 12.5
9.5

67
30

100
16.5

1512.5
9.5

102
9.5

12.5

12.5

9.5
102

9.5

12.5 12.5

9.5
102

9.5

12.5

88
30

150

120
30

25
100

胴縁：C-100×50×20×2.3
　　  ＠606以下

通気金具留めt15
外壁:窯業系サイディングt16

廻縁

断熱材:グラスウール32kg/㎥ t100

デッキプレートt1.2（V-50）の上
コンクリートt70（山上から）

天井：グラスウール32㎏/㎥ t50 GB-R t12.5
GB-R t9.5GB-F t12.5

廻縁

天井：GB-F t12.5
GB-R t12.5
GB-R t9.5廻縁

GB-R t12.5
GB-R t9.5

LGS100

デッキプレートt1.2（V-50）の上
コンクリートt70（山上から）

GB-R t12.5
GB-R t9.5

LGS100

※防火被覆の連続性が途切れないようにする

※防火被覆の連続性が途切れないようにする

※防火被覆の連続性が途切れないようにする

※防火被覆の連続性が途切れないようにする

LGS100

LGS100

ソフト巾木

※防火被覆の連続性が途切れないようにする

天井：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ32㎏/㎥ t50
GB-F t12.5

コンクリート金ゴテ押えの上
長尺塩ビシートt2.0

ソフト巾木

※防火被覆の連続性が途切れないようにする

カラーガルバリウム鋼板t0.4
横葺き

野地板：杉木板t30

CLT現し
(※垂木の役割を担う)

鼻隠し：木目調窯業系既製品t16
木下地t30

唐草：屋根同材

軒天：パルプ繊維混入セメント板t14

鼻隠し：木目調窯業系既製品t16

唐草：屋根同材

カラーガルバリウム鋼板t0.5
タテハゼ葺き

木毛セメント板t25

垂木：C-50×100×2.3×20

C-60×30
×10×2.3

木製35×40

屋内

屋外

[床下被覆材]

▽2FL▽1FL

[床上被覆材]

[屋内側被覆材]

[床上被覆材]
[床上被覆材]

屋外 CLT
垂
木

45×
100

ス
ギ

軒裏大屋根部分

【不燃材料】

屋外

軒裏一般部

【不燃材料】

詳細図

仕様

認定番号

部位

詳細図

仕様

認定番号

部位

45分準耐火構造

詳細図

仕様

認定番号

部位

詳細図

仕様

認定番号

部位

45分準耐火構造

建設省告示1358号

床－間仕切壁

耐火リスト

耐火被覆材料

床下被覆材－間仕切壁 天井－間仕切壁

床－間仕切壁

屋根（屋内側被覆材）－間仕切壁

45分準耐火構造

建設省告示1358号

階段

建設省告示1358号

45分準耐火構造

建設省告示1358号

30分準耐火構造

建設省告示1358号

45分準耐火構造

建設省告示1358号

45分準耐火構造

建設省告示1358号

軒裏

45分準耐火構造

QF045RS-9122
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Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
A 24title

耐火被覆範囲(1)

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事

X1

Y1

X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Xa2 Xa3 Xa4 Xa5 Xa6 Xa7 Xa8 Xa9Xa1

Ya4

Ya3

Ya2

Ya1

Xb2

Xd2

Yb2

Yb1

Yd2

Yd1Yc1

Yc2

Xd1Xc3Xc2Xc1

Xa10Xb1

Xg1 Xg2

Yg1

Yg0

Yg2

Xf4Xf3
Xf2

Xf1

Yf1

Yf2

Yf3

Xh1 Xh2

Yh1

Yh2

40,000

4,0004,000 4,0004,0006,0004,0006,0004,000 4,000

19
,9

00

4,
00

0
4,

95
0

2,
00

0
4,

95
0

4,
00

0

27,400 4,0004,0003,680 2,3002,300

2,750 930

4,
62

0
19

,9
00

80
0

3,
82

0
4,

95
0

4,
95

0
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はり(見え隠れ部)
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FP060BM-0159-1
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Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
A 25title

耐火被覆範囲(2)

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事

X1

Y1

X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10
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Y4

Y5

Y6

Xa2 Xa3 Xa4 Xa5 Xa6 Xa7 Xa8 Xa9Xa1
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Xd2
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Xg1 Xg2
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1,
20

0

1,
20

0

2,
95

0
2,

00
0

1,
00
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4
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Y4

Y6

Y5

N

凡例 (耐火リスト参照)

柱(ELV部分)

柱(丸鋼)

はり(大屋根(CLT)部分)

はり(ELV部分)

はり(見え隠れ部)

はり(見えがかり部)
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FP060BM-0582

部位 認定番号

柱(被覆部分) FP060CN-0406-2
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Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
A 26title

耐火被覆範囲(3)

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事

X1

Y1

X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Xa2 Xa3 Xa4 Xa5 Xa6 Xa7 Xa8 Xa9Xa1

Ya4

Ya3

Ya2
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Xb2

Xd2
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Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
A 27title

耐火被覆範囲(4)

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事
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Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
A 28title

法チェック図(1)

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事

3

二

二

二

二

二

二

3

二

二

二

二

二

二

二

二

二

五

二

1

2

3

二

一

三

四

排煙設備設置凡例

排煙設備設置免除凡例

3

イ

ロ

ハ

法別表特殊建築物且つ

階数3以上且つ

令116条の第1項2号に

令126条の2第1項3号

告1436号第三号イ

（1）

（2）

（3）

（4）

告1436号第三号ロ

告1436号第三号ハ

告1436号第三号へ

告1436号第三号ヘ

告1436号第三号ヘ

告1436号第三号へ

よる排煙無窓居室

1000㎡を超える建築物の

居室で200㎡を超える

500㎡を超える建築物

500㎡を超える建築物

4

採光・換気・排煙判定表

室　名

区　分 区画面積

居室非居室 （㎡） 合　計

採　光

必要採光面積

(1/20)
有効採光面積

計算式 合　計
判　定

換　気

必要換気面積

（1/20）
有効換気面積

計算式 合　計
判　定

排　煙

必要排煙面積

（1/50）
有効排煙面積

計算式 合　計
判　定

備　考

消防法有窓階判定表

階 床面積（㎡） 必要面積（1/30）（㎡） 有効開口面積（㎡） 判定

1 令126条の2第1項1号

ニ

ホ

告1436号第三号ニ

告1436号第三号ホ

ト 告1436号第三号ト

五 （5）告1436号第三号へ

3

住指発第744号住

住

住

二

h=
1,

35
0

4,
26

6

15
0

h=
2,

95
4.

7

d=745

d=2,3902,310

田園ﾚｽﾄﾗﾝ

▽
隣

地
境

界
線

A=0.745/1.35×10-1＝4.51→3

▽1FL

A=2.39/4.266×10-1＝4.60→3

厨房

▽
隣

地
境

界
線

A=2.31/2.96×10-1＝6.81→3

厨房

▽
隣

地
境

界
線

(AW109) (AW108)

▽1FL

(AD109)

（採
光計

算有
効範

囲）

採光補正係数計算

二

○風除室1   7.79

○

1階

2階

942.83

118.69

○

31.43

3.96

- - - - - - - - -

○風除室2   6.37 - - - - - - - -

きくがわおうらい

きくがわ新鮮館（1）

きくがわ新鮮館（2） ○

バックヤード

でんえん広場

テイクアウト

観光案内事務所

ホール

通路

授乳室

おもいやりトイレ1

WWC

SK（MWC）

MWC

田園レストラン

厨房

荷捌き

おもいやりトイレ2

冷蔵庫

更衣室1

更衣室2

厨房WC

ELV

フリースペース（2F）

収納

事務室兼休憩室

倉庫

洗濯・洗面室

【1階】

【2階】

更衣室1

更衣室2

ELV

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

42.90

140.19

178.34

 45.15

77.41

  8.91

  12.42

  6.74

 69.26

  6.46

  5.32

  5.32

 35.32

  2.56

 28.01

 72.48

 37.25

15.37

  7.83

  1.95

  1.99

  2.79

  3.62

 63.51

  4.65

 21.86

  1.50

  3.18

  3.71

  3.78

  3.24

屋外倉庫・防災倉庫 ○  19.37

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - --

- - - - - - --

- - - - - - --

- - - - - - --

- - - - - - --

- - - - - - --

- - - - - - --

- - - - - - --

- - - - - - --

- - - - - - --

- - - - - - --

- - - - - - --

- - - - - - --

- - - - - - --

- - - - - - --

- - - - - - --

- - - - - - --

○ - - - - - - - -

  7.79

  6.37

  8.91

  12.42

  6.74

  6.46

  5.32

  5.32

 35.32

  2.56

 28.01

  1.95

  3.62

  4.65

 21.86

  1.50

  3.18

  3.71

  3.78

  3.24

 19.37

  1.10   1.10   0.44

  0.10

  0.03

  0.07

  0.08

  0.08

  0.39

  0.06

  0.04

  0.04

  0.16

  0.31

  0.75

  0.57

  0.05

  0.71

  0.11

  0.11

  0.13

  0.14

  0.25

  0.18

  0.91

  2.81

  5.98

-

  0.45

  0.63

 3.63

 1.87

   3.18

  0.45

  0.63

  3.63

  1.87

  3.18

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

141.74   2.84

 　21.95

非常照明 機械換気

  0.07

（計298.65） 42.90

 63.51

PS ○ - - - - - - - - -- - -

（計438.84）

 15.37

収納 ○   1.42   1.42 - - - - - - --   0.03 -

 37.25

  7.83

  1.99

  2.79

※2Fフリースペースは1F吹抜け部と一緒に検討

AD-114,AW-118   1.74 〇 AD-114,AW-118   0.56 〇AD-114,AW-118

AW-109   1.90

AD-109   4.16 〇

 2.69 〇 d>D（4ｍ）より採光補正係数A＝1　

採光計算により無窓居室

採光補正係数A＝3　AD-109×3 46.89 〇

AW-102 3.45 〇 AW-102 1.15 〇

AD-102,AD-104,AD-105,AD-106 55.92 〇 AW-115×2,AD-102,AD-104,
AD-105,AD-106

〇

d>D（4ｍ）より採光補正係数A＝1　

d>D（4ｍ）より採光補正係数A＝1　

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

AW-102

SD-104   0.63 〇

  0.57 〇

AW-115×2,AW-117 14.34 〇

AW-106×2  4.46 〇

AD-109   4.16 〇

AD-102,AD-104,AD-105,AD-106,AD-107,AD-109,AW-102,

AD-113,AD-114

〇

178.34

 45.15

77.41

140.19

 　21.95

AW-109   1.90 〇

　4.55 〇

〇

AD-113,AW-117 7.62 〇 AD-113,AW-117 4.24 〇

AD-101  0.20 〇

AW-108×3,AW-109×3 2.10 〇

換気計算により無窓居室

採光補正係数A＝3　

- - - - - - -- --

37.96

68.00
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Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
A 29title

法チェック図(2)

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事
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76070 992.5
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70 70
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35
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40

0
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1,065 835 835 1,065
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48

0

3,800

70

〃〃742.5

70 70
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10
0

2,
20

0
75

0

3,180

3,
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0

920 1,060 1,295

60
0

30
0

2,
20

0 3,
10

0

3,275

50

1,185

20
0

2,
20

0

2,
40

0

120 1,8901,235

70

1,750 70 1,485
50

985
10

0
2,

20
0

40
0

2,520

1,130

2,
40

0

850

70

1,040

1,
80

0

2,
40

0

〃 〃
70
〃602.5
7070

230 5,670

2,
40

0

70
625

70
625

70
625

70 70
6256252305,670 625

8,520 10,000

φ500

φ500

φ500

StFB t10
StFB t10

柱L120×120 柱L120×120

サッシ間塞ぎ：カラーガルバリウム鋼板
　　　　　　　t0.5曲げ加工

φ500

アルミパネルt3

柱L120×120

柱H100×100
φ500

サッシ間塞ぎ：カラーガルバリウム鋼板
　　　　　　　t0.5曲げ加工

φ500 φ500

φ1000

開放角45°

開放角45°

サッシ間塞ぎ：カラーガルバリウム鋼板
　　　　　　　t0.5曲げ加工

竪樋 サッシ間塞ぎ：カラーガルバリウム
　　　　　　　鋼板t0.5曲げ加工

竪樋

φ500

φ500

防

防

AD AD AD AD AD

AD AD AD AD AD

AD AD AD AD

▽2FL

▽1FL

▽1FL

▽1FL

▽1FL

F

１０１ １０２ １０３ １０４ １０５

１０６ １０７ １０８ １０９ １１０

１１１ １１２ １１３ １１４

F F F F F F

F

▽1FL

90°90°

FF F FFF

▽1FL

（上部AW103）

（AD102） （AD104）

F F F

▽1FL F F ▽1FL

F F F F

F F FF ▽1FL F F

F F

▽1FL

90°

F F ▽2FL

（AW116）

F ▽1FL F

（AD104）

（上部AW103）

AD
１１5

▽1FL ▽1FL

（上部AW103）

（AD103） （AD105）

（上部AW103）

（AD103）

F F F F F F FF F F

姿　図

記　号

（外観）

姿　図

記　号

（外観）

姿　図

記　号

（外観）

採光上有効⾯積（㎡）
換気上有効⾯積（㎡）
排煙上有効⾯積（㎡）
消防法上有効開⼝⾯積（㎡）

備　考

採光上有効⾯積（㎡）
換気上有効⾯積（㎡）
排煙上有効⾯積（㎡）
消防法上有効開⼝⾯積（㎡）

備　考

採光上有効⾯積（㎡）
換気上有効⾯積（㎡）
排煙上有効⾯積（㎡）
消防法上有効開⼝⾯積（㎡）

備　考

－

1.02×2.25＝2.29 (2.62+5.67)×2.40＝19.89 －
－
－

1.28×2.48＝3.17
1.28×1/2×2.48＝1.58

3.80×2.48＝9.42
(0.835×2)×2.48＝4.14 1.06×2.20＝2.33

－
－
－

－
－
－

(0.80+0.53)×1.80＝2.39
0.80×1.80＝1.44
0.80×0.40＝0.32

－0.985×2.20＝2.16

－
－

－ －
1.28×1/2×2.48＝1.58

－

消防法⼤型開⼝部
0.7425×４×2.20＝6.53

－

消防法⼤型開⼝部

内部建具 消防法⼤型開⼝部
－

－
(0.80+0.53)×1.80＝2.39
消防法⼤型開⼝部

1.02×2.25＝2.29
1.02×0.20＝0.20
1.02×2.25＝2.29

室　名

室　名

室　名

1F︓ホール 1F︓でんえん広場　 1F︓⾵除室1 1F︓きくがわ新鮮館 1F︓きくがわ新鮮館

1F︓⾵除室2 1F︓⽔⽥テラス 1F︓⾵除室11F︓きくがわ新鮮館 1F︓きくがわ新鮮館

1F︓⾵除室2 1F︓テイクアウト 2F︓フリースペース 2F︓事務室兼従業員休憩室 1F︓きくがわ新鮮館

(5.67+4.10)×2.40＝23.44

(0.835×2)×2.48＝4.14

消防法⼤型開⼝部

－

0.92×2.20＝2.02
消防法⼤型開⼝部

－
－
－
－ 0.985×2.20＝2.16

1.13×2.40＝2.71

1.13×2.40＝2.71
－

消防法⼤型開⼝部

0.7425×4×(2.20+0.75)＝8.33 (0.85+1.04)×0.60+3.275×2.20＝8.33 (0.865×2+0.87×4)×(2.20+0.80)＝15.63
(0.865×2+0.87×4)×0.80＝4.16

2.52×2.20＝5.54

(0.865×2+0.87×4)×0.80＝4.16
(0.865×2+0.87×4)×2.20＝11.46

5.67×2.40＝13.60

(0.6025×4+5.67)×2.40＝19.39

5.67×2.40＝13.60

(5.67+0.625×6)×2.40＝22.60
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Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
A 30title

法チェック図(3)

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事
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φ500

アルミパネルt3

アルミパネルt3

アルミパネルt3

アルミパネルt3

開放角45°

開放角45°

開放角45°

防

AW AW AW

AW AW AW AW AW

AW AW AW AW

▽1FL

▽1FL ▽1FL ▽1FL

▽1FL ▽1FL

F

F

AW
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90°

F F

１０１ １０２ １０３

１０４ １０５ １０６ １０７ １０８

１０９ １１０ １１１ １１２ １１３
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F F
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光計

算有
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囲）

F

（採光計算有効範囲）
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姿　図

記　号

（外観）

姿　図

記　号

（外観）

姿　図

記　号

（外観）

採光上有効⾯積（㎡）
換気上有効⾯積（㎡）
排煙上有効⾯積（㎡）
消防法上有効開⼝⾯積（㎡）

備　考

採光上有効⾯積（㎡）
換気上有効⾯積（㎡）
排煙上有効⾯積（㎡）
消防法上有効開⼝⾯積（㎡）

備　考

採光上有効⾯積（㎡）
換気上有効⾯積（㎡）
排煙上有効⾯積（㎡）
消防法上有効開⼝⾯積（㎡）

備　考

（0.735×2+0.74）×0.50＝1.10 （0.88+1.78）×1.30＝3.45
1.78×1/2×1.30＝1.15

（0.80×2+0.795×2）×0.70＝2.23 1.40×0.70＝0.98
－

0.20×1.40＝0.28

－ － －
－
－

内部建具
－

1.78×1/2×0.65＝0.57
（0.88+1.78×1/2）×1.30＝2.30－

－
－
－

－
－
－

－
－
－

－
－ －

1.43×2×0.15＝0.42

－

0.68×4×0.70＝1.90
0.68×4×0.70＝1.90

－
－

室　名

室　名

室　名

1F︓授乳室 1F︓テイクアウト 1F︓でんえん広場・きくがわおうらい・きくがわ新鮮館

1F︓でんえん広場・きくがわおうらい・きくがわ新鮮館 1F︓きくがわ新鮮館 1F︓厨房1F︓でんえん広場・きくがわおうらい・きくがわ新鮮館 1F︓きくがわ新鮮館

1F︓厨房WC 1F︓荷捌き 1F︓MWC 1F︓WWC 1F︓観光案内事務所

（0.735×2+0.74）×0.50＝1.10
（0.735×2+0.74）×0.50＝1.10

（0.80×2+0.795×2）×0.70＝2.23
（0.80×2+0.795×2）×0.70＝2.23
－

－
－
－

0.60×0.50＝0.30
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no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事
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1,050

70
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0
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85 85
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1,288
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1,288

85

1,288 1,290
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1,288
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1,300

85

1,290

85

1,288

85

1,300

85
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85
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85

1,300

250 2,5209,540 12,310

3,
90
0

2,
70
0

80
0

40
0

1,
80
0

1,
80
0

開放角45°

開放角45°

開放角45°

防 防

防

AWAW

▽1FL

AW

▽2FL▽1FL

AWAW
１１５１１４ １１６ １１７ １１８

SD

▽1FL

１０４

▽2FL ▽2FLF F F F F F F

（AD113）

（AW117）

ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ吹抜け

姿　図

記　号

（外観）

姿　図

記　号

（外観）

姿　図

記　号

（外観）

採光上有効⾯積（㎡）
換気上有効⾯積（㎡）
排煙上有効⾯積（㎡）
消防法上有効開⼝⾯積（㎡）

備　考

採光上有効⾯積（㎡）
換気上有効⾯積（㎡）
排煙上有効⾯積（㎡）
消防法上有効開⼝⾯積（㎡）

備　考

採光上有効⾯積（㎡）
換気上有効⾯積（㎡）
排煙上有効⾯積（㎡）
消防法上有効開⼝⾯積（㎡）

備　考

－ 1.05×3×0.80＝2.52
－
－
－
内部建具

1.05×3×0.80＝2.52
（1.30+1.288×5+1.29）×2.20＝19.86
－

［吹抜］（1.30+1.288×5+1.29）×0.80＝7.22　［ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ］（1.30×3+1.288×5+1.29）×0.80＝2.08 0.60×0.50＝0.30
0.60×0.50＝0.30
0.60×0.40＝0.24

－

1.40×0.45＝0.63
－

－1.05×3×0.80＝2.52 （1.30×3+1.288×5+1.29）×0.80＝9.30

室　名

室　名

1F︓観光案内事務所 2F︓吹抜 2F︓事務室兼従業員休憩室2F︓吹抜1F︓でんえん広場・きくがわ新鮮館（上部）

［吹抜］（1.30+1.288×5+1.29）×0.80＝7.22　［ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ］（1.30×3+1.288×5+1.29）×0.80＝2.08

1F︓荷捌き室　名
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Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
A 32title

1階防火・排煙区画図

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事

1

2

3

排煙設備設置凡例

排煙設備設置免除凡例

法別表特殊建築物且つ

階数3以上且つ

令116条の第1項2号に

よる排煙無窓居室

1000㎡を超える建築物の

居室で200㎡を超える

500㎡を超える建築物

500㎡を超える建築物

4
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Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
A 33title

2階防火・排煙区画図

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事
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令116条の第1項2号に

よる排煙無窓居室

1000㎡を超える建築物の

居室で200㎡を超える

500㎡を超える建築物

500㎡を超える建築物
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Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
A 34title

1階平面図【改修前】

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事
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Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
A 35title

1階平面図【改修後】

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事
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Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
A 36title

2階平面図【改修前】

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事
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Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
A 37title

2階平面図【改修後】

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事
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Ｈ Ｒ 建 築 事 務 所 一級建築士 第323310号
A 38title

屋根伏図【改修前】

no.

ＨＲ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ ＯＦＦＩＣＥ
一級建築士事務所　山口県登録Ｃ第2804号

原川　伸治 A-3：50%縮小

道の駅きくがわリニューアル建築主体工事
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